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九州ファンコーナー

【
は
じ
め
に
】

　

九
州
運
輸
局
を
は
じ
め
、
九
州
地
方
の

運
輸
・
観
光
関
係
の
皆
様
、「
九
州
う
ん

ゆ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
読
者
の
皆
様
に
は
、
一

昨
年
（
２
０
２
２
年
）
の
12
月
、
九
州
運

輸
局
長
就
任
か
ら
わ
ず
か
半
年
と
い
う
短

期
間
で
、
ま
さ
か
の
突
然
の
退
職
と
な

り
、
多
大
な
る
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
の
退
職
に
つ
い
て
、
当
時
の
局
次

長
、
総
務
部
長
を
含
め
、
局
内
関
係
者
に

初
め
て
お
伝
え
し
た
の
は
、
２
０
２
２
年

12
月
９
日
（
金
）。
翌
営
業
日
の
12
月
12

日
（
月
）
が
私
に
と
っ
て
九
州
運
輸
局
最

終
出
勤
日
と
な
り
、
13
日
（
火
）
に
上
京

し
、
退
職
し
ま
し
た
。
14
日
（
水
）
に
は

長
崎
へ
飛
び
、
長
崎
市
役
所
で
長
崎
市
長

選
挙
へ
の
出
馬
表
明
の
記
者
会
見
。
後

は
、
怒
涛
の
日
々
…
。
約
４
ヶ
月
間
、
ガ

ム
シ
ャ
ラ
に
突
き
進
ん
だ
出
馬
準
備
及
び

選
挙
戦
を
経
て
、
２
０
２
３
年
４
月
23
日

（
日
）
に
長
崎
市
長
選
挙
で
当
選
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に

な
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
選
後
は
、
中
２
日
を
置
い
て
４
月
26

日
（
水
）
に
第
36
代
長
崎
市
長
へ
就
任
。

以
来
、
市
長
と
し
て
目
ま
ぐ
る
し
い
毎
日

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
時
間
が
ほ
と
ん
ど
持
て
な
い
日
々
の
連

続
で
す
が
、
24
時
間
３
６
５
日
、
故
郷
・

長
崎
市
の
た
め
に
働
い
て
い
る
こ
と
に
大

き
な
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

【
運
輸
省
入
省
ま
で
の
歩
み
】

　

私
は
、
１
９
６
７
年
に
長
崎
市
出
島
町

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
高
校
ま
で
の
18
年
間

を
長
崎
市
で
過
ご
し
、
大
学
進
学
に
伴
っ

て
上
京
。
１
９
９
１
年
に
運
輸
省
へ
入
省

し
、
以
来
31
年
間
、
主
に
運
輸
・
観
光
行

政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
国
家

公
務
員
を
志
望
し
た
動
機
は
、
公
の
た
め

に
尽
く
す
仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
強
い

思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な

思
い
を
抱
く
に
至
っ
た
背
景
と
し
て
は
、

弁
護
士
で
あ
り
、
元
長
崎
市
長
で
あ
っ
た

祖
父
が
滅
私
奉
公
の
精
神
の
も
と
公
に
尽

く
す
姿
を
幼
心
に
も
見
て
い
た
影
響
が
少

な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
省
庁
の
中
で
も
運
輸
省
を
志

望
し
た
理
由
は
、
故
郷
・
長
崎
の
発
展
に

直
結
す
る
役
所
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

大
学
時
代
、
東
京
か
ら
長
崎
へ
の
帰
省
に

は
寝
台
列
車
「
さ
く
ら
」
を
よ
く
使
っ
て

い
ま
し
た
。
東
京
駅
を
16
時
台
に
出
発
し

て
、
長
崎
に
到
着
す
る
の
は
翌
日
の
お
昼

近
く
。
朝
、
目
が
覚
め
て
も
未
だ
本
州
を

抜
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。「
長
崎
は
東

京
か
ら
何
と
遠
い
こ
と
か
。
こ
の
東
京
か

ら
の
距
離
と
い
う
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
が
長
崎
の
発
展
を
阻
害
し
て

い
る
。
だ
か
ら
、
故
郷
・
長
崎
の
発
展

の
た
め
に
は
交
通
網
の
発
展
が
最
も
大

切
だ
」
と
考
え
、
運
輸
省
を
志
望
す
る

に
至
り
、
平
成
３
年
に
運
輸
省
へ
入
省

し
ま
し
た
。

【
九
州
運
輸
局
長
就
任
か
ら
市
長
選
挙
出

馬
へ
】

　

私
が
九
州
運
輸
局
長
に
着
任
し
た
の
は

２
０
２
２
年
６
月
28
日
。
前
職
（
第
五
管

区
海
上
保
安
本
部
長
（
神
戸
市
））
か
ら

引
き
続
い
て
の
地
方
勤
務
で
、
し
か
も
故

郷
・
九
州
へ
の
赴
任
と
い
う
こ
と
で
望
外

長崎市長　鈴 木 史 朗
　　　　（元九州運輸局長）
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て
き
た
だ
け
に
感
慨
無
量
で
し
た
。

　

開
業
日
（
２
０
２
２
年
９
月
23
日
）
に

は
、
国
土
交
通
省
か
ら
、
斉
藤
大
臣
（
長

崎
駅
）、
豊
田
副
大
臣
（
大
村
駅
）、
古
川

政
務
官
（
武
雄
温
泉
駅
）、
藤
井
事
務
次

官
（
嬉
野
温
泉
駅
）、
上
原
鉄
道
局
長

（
諫
早
駅
）
と
政
務
三
役
・
次
官
・
局
長

が
手
分
け
し
て
５
駅
の
開
業
記
念
式
典
に

臨
み
ま
し
た
。
九
州
運
輸
局
か
ら
は
、
局

長
以
下
幹
部
が
手
分
け
し
て
本
省
幹
部
ア

テ
ン
ド
等
の
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

の
喜
び
で
し
た
。
私
は
そ
れ
ま
で
一
貫
し

て
、「
日
本
全
体
が
良
く
な
れ
ば
長
崎
も

良
く
な
る
」
と
信
じ
て
国
の
運
輸
・
観
光

行
政
に
邁
進
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の

時
点
で
は
長
崎
市
長
選
挙
へ
の
出
馬
は
頭

の
片
隅
に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
九
州
運
輸
局
長
就
任

の
約
３
ヶ
月
後
に
西
九
州
新
幹
線
（
長
崎

〜
武
雄
温
泉
）
開
業
を
迎
え
、
高
頻
度
で

長
崎
出
張
が
入
り
、
長
崎
の
現
地
を
視
察

し
、
地
元
の
皆
様
と
意
見
交
換
す
る
中

で
、
長
崎
市
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
レ
ベ
ル
の

人
口
減
少
危
機
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
否
か
の
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
西
九
州
新
幹
線
開
業
を
契
機
と
し
て

進
行
し
て
い
る
『
１
０
０
年
に
一
度
の

ま
ち
づ
く
り
』
を
上
手
に
活
か
せ
ば
、

こ
の
人
口
減
少
危
機
を
克
服
で
き
る
の

で
は
な
い
か
」。

　
「
そ
の
た
め
に
、
私
が
こ
れ
ま
で
の
運

輸
省
・
国
土
交
通
省
勤
務
で
積
み
上
げ
て

き
た
経
験
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

す
れ
ば
故
郷
・
長
崎
市
に
貢
献
で
き
る
の

で
は
な
い
か
」。

　

な
お
、
２
０
１
１
年
３
月
12
日
の
九
州

新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全
線
開
業
（
博
多

〜
新
八
代
）
の
際
に
は
、
そ
の
前
日
に
東

日
本
大
震
災
が
発
災
し
甚
大
な
被
害
が
生

じ
た
こ
と
か
ら
開
業
記
念
式
典
が
全
て

キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
り
、
Ｊ
Ｒ
九
州
、
鉄

道
・
運
輸
機
構
等
の
関
係
者
の
皆
様
は
残

念
な
思
い
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
西

九
州
新
幹
線
で
は
無
事
に
開
業
記
念
式
典

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
皆
様
、
晴
れ

や
か
な
顔
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
思
い
が
込
み
上
げ
て
き

て
、
こ
れ
ま
で
自
ら
思
い
も
よ
ら
な
か
っ

た
長
崎
市
長
選
挙
へ
の
出
馬
を
決
意
す
る

に
至
っ
た
の
で
す
。

【
九
州
運
輸
局
で
の
思
い
出
】

　

約
半
年
と
い
う
短
い
在
任
期
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
復
旧
問
題
、

物
流
２
０
２
４
年
問
題
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
は

じ
め
九
州
各
県
の
観
光
連
携
、
桜
島
噴

火
を
は
じ
め
災
害
対
応
等
々
、
多
岐
に

わ
た
る
案
件
を
経
験
し
、
と

て
も
密
度
の
濃
い
時
間
を

過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
最
も
強
く
印

象
に
残
っ
て
い
る
思
い
出

は
、
西
九
州
新
幹
線
（
長
崎

〜
武
雄
温
泉
）
開
業
で
す
。

１
９
７
３
年
に
整
備
計
画
が

決
定
さ
れ
て
以
来
、
半
世
紀

の
間
、
地
元
長
崎
で
、
そ
し

て
、
運
輸
省
・
国
土
交
通
省

で
、
多
く
の
関
係
者
が
血
の

滲
む
よ
う
な
努
力
を
続
け

る
姿
を
私
自
身
間
近
で
見

西福岡マリーナ「マリノア」における
次世代バイオ燃料継続利用表明式（2022年 7月 31日）

西九州新幹線開業記念式典（右から2番目。2022年 9月 23日）
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と
し
ま
す
。

【
長
崎
市
長
就
任
１
年
を
経
て
】

　

長
崎
市
長
就
任
か
ら
１
年
以
上
経
過
し

ま
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
あ
っ

と
い
う
間
の
１
年
で
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
の
出
来
事
、
自
分
が
経
験
し
た
こ

と
を
思
い
返
せ
ば
、
あ
ま
り
に
も
た
く

さ
ん
の
こ
と
が
あ
り
、
密
度
の
濃
い
１

年
と
い
う
印
象
で
す
。
と
に
か
く
１
年

間
無
我
夢
中
で
全
力
疾
走
し
て
き
ま
し

た
。

　

上
述
の
と
お
り
、
長
崎
市
は

今
、
人
口
減
少
と
い
う
ピ
ン
チ
で

あ
る
一
方
、
新
た
な
ま
ち
の
基
盤

を
活
か
す
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と

い
う
極
め
て
重
要
な
節
目
に
あ
り

ま
す
。

　

長
崎
の
ま
ち
は
非
常
に
高
い
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た
、
と
て
も

魅
力
的
な
ま
ち
で
す
。
世
界
と
の

交
流
の
中
で
発
展
し
て
き
た
歴

史
・
伝
統
・
文
化
。
海
に
も
山
に

も
近
い
、
豊
か
な
自
然
。
そ
の
よ

う
な
文
化
や
自
然
を
背
景
と
し
て

　

西
九
州
新
幹
線
開
業
当
日
午
前
中
の
斉

藤
大
臣
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の
と
お

り
ハ
ー
ド
で
し
た
。

① 

早
朝
の
長
崎
駅
始
発
列
車
出
発
式
へ

出
席

　
　

↓

 

長
崎
駅
か
ら
始
発
の
次
の
列
車
に
乗
っ

て
嬉
野
温
泉
駅
へ

　
　

↓

② 

嬉
野
温
泉
駅
前
で
開
催
さ
れ
た
開
業

記
念
式
典
へ
出
席

育
ま
れ
て
き
た
食
の
魅
力
。
長
崎
は
様
々

な
魅
力
に
溢
れ
て
い
ま
す
が
、
何
と
言
っ

て
も
、
最
大
の
魅
力
は
「
人
」。
特
に
、

古
来
、
出
島
な
ど
を
通
じ
て
外
の
人
や
文

化
と
交
流
し
て
き
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
も
あ
っ
て
、

外
の
人
に
対
し
て
「
優
し
い
」「
あ
た
た

か
い
」「
寛
容
」「
思
い
や
り
」
の
あ
る
長

崎
人
気
質
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
魅
力
に
加
え
て
、
西
九
州
新

幹
線
開
業
を
契
機
に
整
備
さ
れ
た
出
島

メ
ッ
セ
長
崎
や
長
崎
駅
周
辺
の
再
開
発
、

　
　

↓

嬉
野
温
泉
駅
か
ら
武
雄
温
泉

駅
ま
で
乗
っ
て
、
折
り
返
し

て
長
崎
駅
へ

　
　

↓

③ 

長
崎
市
内
の
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
開
業
記
念
式
典

へ
出
席

　

そ
の
日
の
午
後
、
斉
藤
大

臣
は
当
初
、
軍
艦
島
視
察
の

予
定
で
し
た
が
、
そ
の
直
前

に
発
生
し
た
台
風
14
号
被

害
へ
の
対
応
等
か
ら
午
後

の
予
定
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に

な
り
、
午
後
イ
チ
で
東
京
へ
の
帰
路
に

つ
か
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
日
の
午
後
は
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
西
九
州
新
幹
線
開
業
祝
賀
飛
行
の

見
物
客
が
市
中
心
部
へ
殺
到
し
、
道
路
が

大
渋
滞
に
な
っ
た
の
で
、
も
し
予
定
ど
お

り
大
臣
の
軍
艦
島
視
察
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ら
、「
大
臣
車
が
大
渋
滞

に
巻
き
込
ま
れ
て
身
動
き
取
れ
な
く
な

る
」
と
い
う
大
変
な
状
況
に
陥
っ
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
考
え
て
も
ゾ
ッ

西九州新幹線に対する年末年始輸送安全総点検（2022年 12月 10日）

長崎市の姉妹都市サントス市（ブラジル）との交流（2023年 9月）
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今
年
10
月
14
日
開
業
予
定
の
長
崎
ス
タ
ジ

ア
ム
シ
テ
ィ
な
ど
、
新
た
な
ま
ち
の
基
盤

を
上
手
に
活
用
す
れ
ば
、
内
外
の
人
、
企

業
、
投
資
を
長
崎
市
へ
呼
び
込
む
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
ま
ち
の

基
盤
や
そ
れ
に
伴
う
ま
ち
の
賑
わ
い
は
現

時
点
で
は
長
崎
駅
周
辺
を
は
じ
め
と
す
る

市
内
中
心
部
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
地
域
活
性
化
効
果
を
「
点
」

に
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、「
線
」
へ
、

さ
ら
に
は
「
面
」
へ
と
広
げ
て
い
く
た
め

に
は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
が
極

め
て
重
要
で
す
。
ま
た
、
観
光
・
交
流
に

よ
る
地
域
活
性
化
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
が
、
単
に
観
光
客
数
を
増
や
す
と
い
っ

た
「
量
」
の
拡
大
に
と
ど
ま
る
こ
と
な

く
、
高
付
加
価
値
化
や
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ

コ
ノ
ミ
ー
活
性
化
等
に
よ
り
「
稼
げ
る
観

光
・
交
流
」
へ
の
体
質
改
善
を
図
る
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
九
州

運
輸
局
や
九
州
各
地
の
運
輸
・
観
光
関
係

者
の
皆
様
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で

す
。

　
「
九
州
は
一
つ
」
で
す
。

　

市
長
就
任
後
の
１
年
間
で
既
に
九
州
各

地
の
皆
様
に
は
様
々
な
案
件
で
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
引

き
続
き
長
崎
市
の
こ
と
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長崎市長室にて
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１　

は
じ
め
に

　

鹿
児
島
県
は
、
我
が
国
本
土
の
西
南
部

に
位
置
し
、
総
面
積
は
約
９
，１
８
７
㎡

で
全
国
第
10
位
、
２
，６
４
３
㎞
の
長
い

海
岸
線
を
持
ち
、
太
平
洋
と
東
シ
ナ
海
に

囲
ま
れ
た
南
北
約
６
０
０
㎞
に
わ
た
る
広

大
な
県
土
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
県
土
の
広
が
り
の
中
に
、
紺
碧
の

錦
江
湾
に
雄
大
に
浮
か
ぶ
活
火
山
「
桜

島
」
な
ど
美
し
い
自
然
環
境
が
織
り
な
す

四
季
折
々
の
景
観
、
特
色
あ
る
島
々
、
変

化
に
富
ん
だ
長
い
海
岸
線
、
奥
深
い
歴
史

を
感
じ
さ
せ
る
名
所
、
源
泉
数
全
国
第
２

位
を
誇
る
良
質
で
豊
か
な
温
泉
な
ど
、
魅

力
あ
る
観
光
資
源
が
存
在
し
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
的
に
価
値
を
認
め
ら
れ
た

資
源
も
豊
富
で
あ
り
、
国
内
で
最
多
の
３

つ
の
世
界
遺
産
（
世
界
自
然
遺
産
：「
屋

久
島
」、「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島

北
部
及
び
西
表
島
」、
世
界
文
化
遺
産
：

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」）
を
有
し

て
い
ま
す
。 

　

そ
し
て
、
本
県
は
、
我
が
国
本
土
の
最

南
端
に
位
置
し
、
世
界
の
経
済
成
長
の
６

割
を
占
め
る
ア
ジ
ア
に
近
接
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
地
理
的
優
位
性
を
生
か
し

た
交
通
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
構
築
さ

れ
て
お
り
、
ソ
ウ
ル
、
上
海
、
台
北
、
香

港
と
い
っ
た
各
主
要
都
市
と
定
期
航
空
路

線
で
結
ば
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
鹿
児
島

港
、
川
内
港
、
志
布
志
港
の
３
つ
の
Ｃ
Ｉ

Ｑ
機
能
を
有
す
る
国
際
物
流
港
湾
が
あ

り
、
中
国
、
台
湾
、
韓
国
へ
の
国
際
定
期

コ
ン
テ
ナ
航
路
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
、
活
躍
で
き
る
鹿
児
島
」
を
目
指
す
姿

と
し
、
時
代
の
潮
流
に
も
的
確
に
対
応

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
全
て
の
県
民
が
生

き
生
き
と
活
躍
し
、
安
心
し
て
心
豊
か
に

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
鹿
児
島
の
実
現
に
向

け
、
主
要
な
幹
線
道
路
等
の
整
備
や
港

湾
・
空
港
の
機
能
向
上
、
国
内
外
の
航

路
・
航
空
路
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

公
共
交
通
機
関
の
維
持
・
拡
充
な
ど
、
県

内
外
・
国
内
外
に
繋
が
る
ア
ジ
ア
の
中
核

都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
陸
・
海
・
空
の
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２　

鹿
児
島
県
の
運
輸
に
つ
い
て

（
１
）
旅
客
・
貨
物
流
動
の
現
状 

　

本
県
の
旅
客
流
動
量
（
除
く
自
家
用

車
）
は
、
令
和
４
年
度
で
約
８
千
万
人
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
９
割
が
県
内
の
流
動

と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の
輸
送
機
関
別

で
み
る
と
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
６

割
程
度
と
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
へ
の
依
存
度

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の

有
人
離
島
を
持
つ
た
め
旅
客
船
の
利
用
が

５
％
程
度
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に
は
県

内
・
県
外
と
も
主
な
移
動
手
段
が
鉄
道
で

あ
る
こ
と
と
比
べ
る
と
、
本
県
に
お
け
る

県
外
へ
の
流
動
は
、
地
理
的
な
条
件
か

鹿
児
島
県
の
運
輸
と
観
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
県　

交
通
政
策
課
、
Ｐ
Ｒ
観
光
課
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
路
建
設
課
、
港
湾
空
港
課

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自県内発着（全国）

鹿児島県内発着

自県⇔自県外（全国）

鹿児島県⇔県外

ＪＲ 民鉄 乗合バス 貸切バス 営業用乗用車 旅客船 航空

輸送機関別旅客流動動向

輸送機関別貨物流動割合（輸送トンベース）

2.0%

0.6%

1.2%

2.0%

5.2%

32.8%

70.3%

45.7%

97.9%

94.8%

65.1%

29.1%

53.1%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自県内発着（全国）

鹿児島県内発着

自県⇔自県外（全国）

鹿児島県→県外

県外→鹿児島県

鉄道 海運 自動車 航空
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ら
、
都
市
圏
へ
の
移
動
に
航
空
機
を
利
用

す
る
割
合
が
高
く
、
九
州
圏
内
で
は
Ｊ
Ｒ

や
バ
ス
を
利
用
す
る
割
合
が
高
く
な
る
な

ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

貨
物
流
動
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

で
約
７
千
５
百
万
ト
ン
で
、
う
ち
63
％
が

県
内
発
着
、
26
％
が
本
県
発
、
11
％
が
本

県
着
の
貨
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
輸
送
機

関
別
で
は
、
県
内
発
着
で
は
、
自
動
車
が

大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
本
県

発
で
は
、（
原
油
の
輸
送
が
９
割
以
上
を

占
め
る
）
海
運
の
割
合
が
非
常
に
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
県
着
の
貨
物

に
つ
い
て
も
、
石
油
製
品
を
輸
送
す
る
海

運
の
割
合
が
高
め
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、

貨
物
流
動
に
お
い
て
も
、
本
県
の
地
理

的
条
件
な
ど
が
影
響
し
た
特
徴
が
現
れ

て
い
ま
す
。

（
２
）
航
空
に
つ
い
て

①　

鹿
児
島
空
港
の
概
況

　

鹿
児
島
空
港
は
、
昭
和
47
年
４
月
に
鹿

児
島
市
内
か
ら
現
在
地
（
霧
島
市
溝
辺

（
み
ぞ
べ
）
町
）
に
移
転
し
、
令
和
６
年

４
月
で
開
港
か
ら
52
年
と
な
っ
て
い
ま

す
。
県
本
土
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、

東
に
国
立
公
園
で
あ
る
霧
島
連
峰
、
南
に

鹿
児
島
の
シ
ン
ボ
ル
桜
島
が
眺
望
で
き
る

台
地
（
標
高
２
７
２
ｍ
）
に
総
面
積
１
８

２
ha
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
九
州
自
動

車
道
溝
辺
鹿
児
島
空
港
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
隣
接
し
、
南
九
州
地
域
の
各
都
市
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
も
容
易
（
鹿
児
島
市
内
か

ら
バ
ス
で
最
短
38
分
、
熊
本
県
人
吉
市
：

同
52
分
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

の
国
内
・
国
際
路
線
を
合
わ
せ
た
利
用
者

は
、
約
５
，５
１
６
千
人
（
速
報
値
）
で

あ
り
、
国
内
の
空
港
の
中
で
も
９
番
目
の

利
用
者
数
を
誇
る
拠
点
空
港
で
す
。

　

鹿
児
島
空
港
の
機
能
強
化
に
つ
い
て

は
、
国
際
線
の
便
数
増
加
に
伴
う
利
用
者

数
の
急
増
に
よ
る
出
入
国
審
査
場
や
出
国

待
合
所
等
の
狭
隘
化
に
対
応
す
る
た
め
、

令
和
２
年
７
月
に
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
が
増
改
築
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
３
年
10
月
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ

ト
専
用
施
設
「
桜
島
」
の
供
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

②　

離
島
空
港
の
概
況

　

本
県
に
は
、
鹿
児
島
空
港
の
他
に
、
種

子
島
、
屋
久
島
、
奄
美
大
島
、
喜
界
島
、

徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
、
与
論
島
の
７
つ

の
離
島
に
空
港
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
の
各
空
港
国
内
線
を
合
わ
せ

た
利
用
者
数
は
、約
１
，６
４
８
千
人
（
速

報
値
）
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
生
活
路
線

と
し
て
、
ま
た
、
観
光
・
産
業
振
興
な
ど

離
島
の
活
性
化
を
図
る
上
か
ら
も
極
め
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

航
空
機
の
安
全
運
航
の
確
保
及
び
旅
客

の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
施
設
の
機

能
保
持
・
充
実
に
努
め
て
お
り
、
各
空
港

に
お
い
て
、
滑
走
路
端
安
全
区
域
（
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ａ
）
の
整
備
や
、
航
空
灯
火
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
等
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
屋
久
島

空
港
で
は
、
関
東
方
面
か
ら
の
ジ
ェ
ッ
ト

機
に
よ
る
直
行
便
就
航
に
必
要
な
滑
走
路

延
長
に
対
す
る
地
元
自
治
体
等
の
要
望
を

受
け
、
交
流
人
口
の
更
な
る
拡
大
や
農

水
産
物
等
の
迅
速
な
輸
送
に
よ
る
地
域

経
済
の
発
展
を
目
的
と
し
て
、
令
和
６

年
度
に
滑
走
路
延
長
事
業
が
新
規
事
業

と
し
て
採
択
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
、
早
期
完
成
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

③　

国
内
路
線
の
概
況

　

鹿
児
島
空
港
発
の
国
内
路
線
と
し
て

は
、
東
京
、
大
阪
な
ど
国
内
主
要
都
市
と

を
結
ぶ
10
路
線
と
、
奄
美
大
島
や
屋
久
島

等
の
県
内
の
離
島
と
を
結
ぶ
７
路
線
の
計

17
路
線
（
80
往
復
／
日
）
が
運
航
さ
れ
て

い
ま
す
。（
令
和
６
年
７
月
現
在
）

　

県
内
の
国
内
航
空
路
線
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
、
日
本

航
空
の
経
営
再
建
に
伴
う
路
線
見
直
し
に

加
え
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
航
空
需
要

の
減
少
、
燃
油
価
格
の
高
騰
な
ど
利
用
者

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
格
安

航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
の
就
航
に
よ
り
、

増
加
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
航
空
需
要
の

減
少
に
よ
り
再
び
減
少
が
み
ら
れ
、
現

在
は
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
に
戻
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

　

離
島
航
空
路
線
は
、
離
島
住
民
の
生
活

や
産
業
活
動
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
交

通
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
採
算
性
の

面
な
ど
で
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

県
で
は
、
そ
の
維
持
・
確
保
を
図
る
た
め

に
、
運
航
費
補
助
を
は
じ
め
、
航
空
機
購

入
費
の
補
助
や
着
陸
料
の
軽
減
措
置
な
ど

の
支
援
策
を
講
じ
て
き
て
い
ま
す
。

　

多
彩
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
こ
れ
ら
の
離

島
は
、
県
内
だ
け
で
な
く
、
県
外
と
も
結

ば
れ
て
お
り
、
独
特
の
生
態
系
を
持
ち
、

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
奄
美
大
島

の
玄
関
口
で
あ
る
奄
美
空
港
は
、
東
京

（
羽
田
・
成
田
）、
大
阪
（
伊
丹
・
関
西
）、

福
岡
、
沖
縄
に
そ
れ
ぞ
れ
１
往
復
／
日
が

就
航
し
て
い
ま
す
。 

④　

国
際
路
線
の
概
況

　

鹿
児
島
空
港
に
は
、
現
在
（
２
０
２
４

年
夏
ダ
イ
ヤ
７
月
現
在
）、
平
成
２
年
５

月
に
開
設
さ
れ
た
ソ
ウ
ル
線
（
大
韓
航

空
：
３
往
復
／
週
）、
平
成
14
年
８
月
に

開
設
さ
れ
た
上
海
線
（
中
国
東
方
航
空
：
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２
往
復
／
週
）、
平
成
24
年
３
月
に
開
設

さ
れ
た
台
北
線
（
チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ

ン
：
２
往
復
／
週
）、
平
成
26
年
３
月
に

開
設
さ
れ
た
香
港
線
（
香
港
航
空
：
３
往

復
／
週
、
香
港
エ
ク
ス
プ
レ
ス
３
往
復
／

週
※
７
月
現
在
運
休
中
）
の
４
つ
の
国
際

定
期
路
線
が
就
航
し
て
い
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
等
に
よ
り
、
依
然
と
し

て
減
便
や
運
休
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

国
際
定
期
路
線
の
充
実
に
当
た
っ
て

は
、
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
な
ど
の
空

港
受
入
体
制
の
確
保
が
引
き
続
き
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
員
の
採
用
支

援
や
航
空
会
社
に
対
す
る
応
援
職
員
の
派

遣
要
請
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と

も
に
、
今
後
の
増
便
等
も
見
据
え
、
既

存
事
業
者
と
の
連
携
に
加
え
、
新
規
事

業
者
の
誘
致
及
び
事
業
開
始
に
伴
う
支

援
を
行
い
、
受
入
体
制
の
確
保
・
強
化

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
、
イ
ン
・
ア
ウ
ト
双
方

向
か
ら
の
よ
り
一
層
の
利
用
促
進
策
を
講

じ
る
な
ど
の
対
策
を
行
い
ま
す
。

（
３
）
海
上
交
通
に
つ
い
て

①　

港
湾
の
概
況 

　

本
県
は
、
九
州
本
土
地
域
か
ら
与
論
島

ま
で
広
大
な
地
域
に
、
海
岸
線
延
長
２
，

６
４
３
㎞
（
全
国
第
３
位
）、
有
人
離
島

28
島
を
有
し
、
港
湾
数
は
１
３
１
港
で
日

本
一
多
い
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
重
要
港
湾
は
、
南
に
開
か
れ

た
鹿
児
島
港
、
東
の
太
平
洋
に
開
か
れ
た

志
布
志
港
、
西
の
東
シ
ナ
海
に
面
す
る

川
内
港
、
離
島
に
は
種
子
島
の
西
之
表

港
、
奄
美
大
島
の
名
瀬
港
の
計
５
港
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
県
管
理
地
方

港
湾
41
港
、
市
町
村
管
理
地
方
港
湾
85

港
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
県
は
、
我
が
国
本
土
の
最
南

端
に
位
置
し
、
地
理
的
に
南
に
開
か
れ
て

お
り
、
発
展
の
著
し
い
中
国
や
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県

政
の
大
き
な
目
標
で
あ
る
「
快
適
な
生
活

環
境
の
向
上
と
世
界
に
つ
な
が
る
県
土

の
創
造
」
の
実
現
に
向
け
、
主
要
施
策

に
「
人
や
モ
ノ
の
交
流
を
支
え
る
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
」
を
位
置
付
け
、

交
通
拠
点
と
な
る
港
湾
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

（
ａ
）
鹿
児
島
港
の
整
備
概
況 

　

鹿
児
島
港
は
、
県
内
外
を
結
ぶ
人
流
・

物
流
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
ク
ル
ー
ズ

船
が
寄
港
す
る
交
流
拠
点
な
ど
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
港
の
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま

で
は
、
官
民
連
携
に
よ
る
国
際
ク
ル
ー
ズ

拠
点
の
形
成
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
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と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
機
能

を
有
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
、
22
万
ト
ン
級

の
ク
ル
ー
ズ
船
が
接
岸
で
き
る
新
た
な
岸

壁
の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
港
本
港
区
北
ふ
頭
に

は
、
６
万
ト
ン
級
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
接
岸

で
き
る
施
設
が
あ
り
、
令
和
６
年
３
月
30

日
に
、
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま
と
本
港

区
北
ふ
頭
と
合
わ
せ
て
３
隻
の
ク
ル
ー
ズ

船
が
同
時
に
寄
港
し
ま
し
た
。
令
和
５
年

に
は
寄
港
数
82
回
及
び
ク
ル
ー
ズ
船
観
光

客
約
12
・
３
万
人
を
記
録
し
、
今
後
、
更

な
る
観
光
客
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

港
湾
物
流
の
円
滑
化
と
と
も
に
、
こ
の

よ
う
な
観
光
客
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
臨
海
部
や
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
時
の
渋

滞
緩
和
に
寄
与
す
る
臨
港
道
路
鴨
池
中
央

港
区
線
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
ｂ
）
輸
出
入
拠
点
港
の
整
備
（
志
布
志

港･

川
内
港
）

　

志
布
志
港
は
、
南
九
州
地
域
の
国
際
物

流
拠
点
港
と
し
て
、
平
成
23
年
5
月
に
は

国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
に
選
定
さ
れ
る
な

ど
、
南
九
州
畜
産
地
帯
な
ど
へ
の
飼
料
の

輸
入
基
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
ほ

か
、
外
貿
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
や
国
内
航

路
と
し
て
、
東
京
・
阪
神
・
沖
縄
等
へ
の

フ
ェ
リ
ー
や
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
が
就
航
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
外
貿
コ
ン
テ
ナ
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
台
湾
航
路
や
中
国
航
路
、
韓

国
航
路
、
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
の
4
航

路
週
10
便
が
就
航
し
て
お
り
、
令
和
４
年

の
外
貿
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
は
、
約
10
万
９

千
Ｔ
Ｅ
Ｕ
（
実
入
り
約
６
万
９
千
Ｔ
Ｅ

Ｕ
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
港
は
、
新
若
浜
地
区
の
国
際
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
、
沖
待
ち
の
解

消
に
よ
る
荷
役
の
向
上
を
図
る
た
め
、
コ

ン
テ
ナ
船
２
隻
同
時
接
岸
が
可
能
と
な
る

80
メ
ー
ト
ル
の
岸
壁
延
伸
を
行
い
、
令
和

４
年
１
月
に
供
用
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
現
在
、
飼
料
穀
物
の
効
率
的
な
輸
入

に
向
け
た
大
型
バ
ル
ク
船
に
対
応
す
る
新

た
な
岸
壁
等
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

川
内
港
は
、
本
県
北
西
部
地
域
に
お
け

る
拠
点
港
湾
と
し
て
、
背
後
地
域
に
紙
・

パ
ル
プ
関
連
企
業
が
立
地
す
る
と
と
も

に
、
韓
国
と
を
結
ぶ
外
貿
定
期
コ
ン
テ
ナ

航
路
（
１
航
路
週
４
便
）
及
び
神
戸
港
と

接
続
す
る
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
が
就
航

し
て
お
り
、
主
要
品
目
は
木
材
チ
ッ
プ
や

紙
・
パ
ル
プ
で
、
令
和
４
年
の
外
貿
コ
ン

テ
ナ
取
扱
量
は
、
約
２
万
４
千
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
港
は
、
唐
浜
地
区
に
お
い
て
、
林
産

品
の
輸
出
量
増
加
等
に
伴
う
船
舶
の
大
型

化
に
対
応
す
る
た
め
、
耐
震
強
化
岸
壁
や

航
路
・
泊
地
な
ど
、
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
ｃ
）
離
島
生
活
航
路
に
お
け
る
就
航
率

及
び
輸
送
の
安
定
性
向
上

　

離
島
や
奄
美
地
域
に
お
け
る
定
期
船
航

路
は
、「
海
上
の
国
道
」
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
特
に
奄
美
地
域

で
は
、
定
期
船
の
対
応
を
１
島
２
港
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
さ
ら
な
る
輸

送
効
率
の
向
上
や
コ
ス
ト
削
減
、
及
び
定

期
船
の
就
航
率
向
上
の
た
め
、
防
波
堤
等

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

重
要
港
湾
の
西
之
表
港
お
よ
び
名
瀬
港

に
つ
い
て
は
、
大
規
模
自
然
災
害
時
に
お

け
る
海
上
か
ら
の
緊
急
物
資
等
の
輸
送
に

対
応
す
る
た
め
、
防
波
堤
の
改
良
、
耐
震

強
化
岸
壁
お
よ
び
航
路
・
泊
地
等
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
名
瀬
港

で
は
定
期
フ
ェ
リ
ー
が
発
着
す
る
耐
震

強
化
岸
壁
２
バ
ー
ス
の
う
ち
、
１
バ
ー

ス
の
供
用
を
令
和
６
年
４
月
に
開
始
い

た
し
ま
し
た
。

　

本
県
は
外
海
に
面
す
る
離
島
を
有
し
台

風
常
襲
地
帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な

生
活
環
境
基
盤
、
交
通
基
盤
、
産
業
基
盤

で
あ
る
離
島
港
湾
の
整
備
を
着
実
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

②　

旅
客
輸
送 

　

本
県
は
、
薩
摩
・
大
隅
両
半
島
と
、
28

の
有
人
離
島
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

多
く
の
フ
ェ
リ
ー
や
旅
客
船
が
、
錦
江
湾

内
や
、
本
土
と
奄
美
群
島
を
は
じ
め
、
種

子
島
、
屋
久
島
、
三
島
、
十
島
等
と
の
間

で
運
航
し
て
い
る
ほ
か
、
関
西
と
志
布
志

を
結
ぶ
航
路
な
ど
も
運
航
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ル
カ
の
泳
ぐ
姿
も
間
近
に
見
ら
れ
る

錦
江
湾
内
に
は
、
鹿
児
島
港
と
桜
島
港
の

間
を
24
時
間
運
航
し
て
い
る
桜
島
フ
ェ

リ
ー
や
薩
摩
半
島
と
大
隅
半
島
の
南
端
を

結
ぶ
山
川
・
根
占
フ
ェ
リ
ー
な
ど
、
薩

摩
、
大
隅
両
半
島
間
を
結
ぶ
定
期
航
路
が

運
航
し
て
い
ま
す
。

　

東
洋
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
と
呼
ば
れ
、
世
界

自
然
遺
産
の
登
録
地
で
あ
る
奄
美
群
島
に

は
、
鹿
児
島
か
ら
奄
美
群
島
、
沖
縄
を
結

ぶ
約
７
３
０
㎞
の
長
大
航
路
が
毎
日
１
便

運
航
し
て
お
り
、
鹿
児
島
か
ら
喜
界
島
な

ど
奄
美
群
島
を
結
ぶ
約
６
６
０
㎞
の
長
大

航
路
も
運
航
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
自
然
遺
産
の
登
録
地
で
あ
る
屋

久
島
や
ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
基
地
が
あ
る

種
子
島
で
は
、
本
土
と
の
間
に
フ
ェ

リ
ー
や
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
が
運
航
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
三
島
村
や
十
島
村
に
は
、

本
土
と
の
間
に
、
島
民
に
と
っ
て
唯
一

の
交
通
手
段
と
し
て
、
全
国
で
も
珍
し

い
村
営
の
フ
ェ
リ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
運
航

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
釣
り
フ
ァ
ン
の
間
で
人
気
の
甑
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島
で
は
、
フ
ェ
リ
ー
と
高
速
船
が
運
航
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
離
島
航
路
の
う
ち
10
航
路
に
つ

い
て
は
、
住
民
の
日
常
生
活
に
必
要
不
可

欠
な
航
路
と
し
て
、
国
や
県
が
補
助
を
行

い
、
そ
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
「
地
域
公
共
交
通
確
保
維

持
改
善
事
業
」
に
基
づ
き
、
国
庫
補
助
航

路
に
お
い
て
地
域
協
議
会
を
開
催
し
て
お

り
、
国
や
運
航
事
業
者
、
地
元
自
治
体
や

地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
、
航
路
の
維

持
・
改
善
策
の
他
、
代
替
船
建
造
等
に
つ

い
て
も
検
討
を
行
い
、
持
続
可
能
な
運
航

体
制
の
確
立
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
４
）
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
航
空
・

航
路
運
賃
軽
減
等
に
つ
い
て 

　

鹿
児
島

－

奄
美
群
島
間
の
航
空
路
路

線
・
航
路
に
お
い
て
、
平
成
26
年
７
月
か

ら
、
鹿
児
島

－

奄
美
群
島
間
等
の
航
路
・

航
空
路
の
運
賃
軽
減
事
業
を
実
施
し
、
令

和
元
年
７
月
か
ら
は
、
奄
美
群
島
外
の
学

校
等
に
在
学
す
る
者
で
、
奄
美
群
島
の

住
民
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
者
等
を
新
た

に
対
象
者
に
加
え
、
令
和
６
年
４
月
か
ら

は
、
航
路
・
航
空
路
の
運
賃
軽
減
事
業
の

対
象
路
線
に
沖
縄

－

奄
美
群
島
間
を
拡
充

（
航
路
は
７
月
か
ら
）
し
た
ほ
か
、
鹿
児

島

－

奄
美
群
島
間
等
の
対
象
者
に
介
護
帰

省
者
を
加
え
る
な
ど
、
制
度
の
拡
充
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
沖
縄
県
と
連
携
し
、
平
成
28
年

７
月
か
ら
奄
美
大
島

－

那
覇
間
及
び
与
論

－

那
覇
間
の
航
空
運
賃
及
び
奄
美
群
島
各

島
・
沖
縄
間
の
航
路
運
賃
の
軽
減
事
業
を

実
施
し
、
沖
縄
と
の
交
流
促
進
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
は
、
航
空
・
航
路

事
業
者
と
連
携
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
奄
美
群
島
へ

の
誘
客
及
び
群
島
内
周
遊
促
進
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
甑
島
、
三
島
、
十
島
、
種
子

島
、
屋
久
島
な
ど
、
特
定
有
人
国
境
離
島

地
域
の
航
空
路
・
航
路
に
お
い
て
は
、
平

成
29
年
度
か
ら
、
特
定
有
人
国
境
離
島
地

域
社
会
維
持
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
住

民
の
ほ
か
、
島
外
の
高
校
や
大
学
に
通
う

学
生
や
介
護
の
た
め
に
来
島
す
る
親
族
等

を
対
象
と
し
て
、
離
島
住
民
等
の
負
担
を

軽
減
す
る
航
路
・
航
空
路
の
離
島
住
民
割

引
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
５
）
高
速
道
路
等
に
つ
い
て 

①　

広
域
的
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　

薩
摩
・
大
隅
半
島
や
多
く
の
離
島
を
有

す
る
本
県
に
お
い
て
は
、
公
共
交
通
機
関

が
不
十
分
で
道
路
交
通
に
対
す
る
依
存
度
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が
非
常
に
高
く
、
高
速
道
路
を
は
じ
め
と

す
る
道
路
網
の
早
期
整
備
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
県
に
お
け

る
高
規
格
道
路
の
整
備
率
は
、
全
国
と

比
較
し
て
も
、
依
然
と
し
て
遅
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

　

本
県
が
全
国
に
誇
る
農
林
水
産
業
の
さ

ら
な
る
振
興
や
、
自
然
・
食
・
文
化
・

人
・
歴
史
な
ど
鹿
児
島
の
特
色
あ
る
地
域

資
源
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
観
光
鹿
児
島

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
高
規
格
道

路
で
あ
る
薩
摩
半
島
の
南
九
州
西
回
り
自

動
車
道
や
大
隅
半
島
の
東
九
州
自
動
車
道

な
ど
の
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期

整
備
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
早
期
完
成
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②　

高
規
格
道
路

　

九
州
縦
貫
自
動
車
道
は
、
北
九
州
市
か

ら
佐
賀
・
熊
本
県
を
経
由
し
、
宮
崎
県
え

び
の
市
か
ら
宮
崎
市
に
至
る
宮
崎
線
と
、

え
び
の
市
か
ら
鹿
児
島
市
に
至
る
鹿
児
島

線
か
ら
な
る
延
長
４
２
８
㎞
の
道
路
で
、

宮
崎
、
長
崎
及
び
大
分
の
各
自
動
車
道
と

広
域
的
な
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
し
、
経
済
・
産
業
等
の
発
展
に
貢
献
す

る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
平
成

16
年
12
月
の
人
吉
Ｉ
Ｃ
か
ら
え
び
の
Ｉ
Ｃ

間
の
４
車
線
化
に
よ
り
全
線
が
４
車
線
以

上
で
供
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
九
州
自
動
車
道
は
、
北
九
州
市
か
ら

九
州
東
岸
域
の
大
分
県
・
宮
崎
県
を
経
由

し
て
本
県
に
至
る
延
長
約
４
３
６
㎞
の
道

路
で
、
我
が
国
有
数
の
「
食
料
供
給
基

地
」
で
あ
る
大
隅
地
域
の
拠
点
機
能
を
高

め
、
南
九
州
地
域
の
国
際
物
流
拠
点
港

の
「
志
布
志
港
」
や
鹿
児
島
空
港
へ
の

連
結
を
強
化
す
る
な
ど
、
大
隅
地
域
の

浮
揚
発
展
を
図
る
上
で
必
要
不
可
欠
な

道
路
で
す
。

　

本
自
動
車
道
の
う
ち
県
域
内
の
約
91
㎞

に
つ
い
て
は
、
加
治
木
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
志
布

志
Ｉ
Ｃ
間
の
約
83
㎞
が
供
用
さ
れ
、
残
る

志
布
志
Ｉ
Ｃ
か
ら
宮
崎
県
境
の
約
８
㎞
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は
、
現
在
、
用
地
買
収
や
改
良
工
事
等
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

  
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
は
、
熊
本
県

八
代
市
と
鹿
児
島
市
を
結
ぶ
延
長
約
１
４

０
㎞
の
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路

で
、
南
九
州
西
部
地
域
間
の
交
流
連
携
の

強
化
や
ツ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
恵
ま
れ
た

資
源
を
生
か
し
た
観
光
産
業
の
振
興
、
災

害
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
道
路
や
代
替

道
路
の
確
保
な
ど
、
沿
線
の
今
後
の
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
必
要
不
可
欠

な
道
路
で
す
。

　

本
自
動
車
道
の
う
ち
県
域
内
の
約
90
㎞

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
鹿
児
島
Ｉ
Ｃ

か
ら
薩
摩
川
内
水
引
Ｉ
Ｃ
間
お
よ
び
阿
久

根
Ｉ
Ｃ
か
ら
出
水
Ｉ
Ｃ
間
の
合
計
約
61
㎞

が
供
用
さ
れ
、「
芦
北
出
水
道
路
」
の
出

水
Ｉ
Ｃ
か
ら
県
境
間
お
よ
び
「
阿
久
根

川
内
道
路
」
の
薩
摩
川
内
水
引
Ｉ
Ｃ
か

ら
阿
久
根
Ｉ
Ｃ
間
に
つ
い
て
、
現
在
、

用
地
買
収
や
改
良
工
事
等
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
現
在
、
国
に
お
い
て
鹿
児

島
東
西
幹
線
道
路
、
県
に
お
い
て
北
薩
横

断
道
路
な
ど
３
路
線
６
区
間
の
整
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

鹿
児
島
東
西
幹
線
道
路
は
、
九
州
縦
貫

自
動
車
道
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
及

び
指
宿
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
結
節
点
と
な
る

鹿
児
島
Ｉ
Ｃ
と
中
心
市
街
地
と
の
ア
ク
セ

ス
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
重
要
港

湾
鹿
児
島
港
と
連
結
す
る
こ
と
で
効
率
的

な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
鹿
児

島
市
街
地
部
の
円
滑
化
と
交
通
渋
滞
の
緩

和
を
目
的
と
し
た
道
路
で
あ
り
、
現
在
、

田
上
Ｉ
Ｃ
か
ら
甲
南
Ｉ
Ｃ
間
の
市
街
地
向

け
の
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
整
備
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
令
和
５
年
11
月
に
は
シ
ー
ル

ド
マ
シ
ン
に
よ
る
掘
削
が
開
始
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

北
薩
横
断
道
路
は
、
北
薩
地
域
と
鹿
児

島
空
港
を
連
結
す
る
と
と
も
に
九
州
縦
貫

自
動
車
道
や
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
な

ど
と
一
体
と
な
っ
て
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
道
路
で
あ
り
、
令
和

６
年
３
月
に
供
用
し
た
さ
つ
ま
広
橋
Ｉ
Ｃ

か
ら
佐
志
Ｉ
Ｃ
間
の
５
・
８
㎞
と
合
わ
せ

て
、
こ
れ
ま
で
野
坂
Ｉ
Ｃ
か
ら
佐
志
Ｉ
Ｃ

間
お
よ
び
さ
つ
ま
泊
野
Ｉ
Ｃ
か
ら
高
尾
野

Ｉ
Ｃ
間
を
供
用
し
て
お
り
、
現
在
、
溝
辺

道
路
、
宮
之
城
道
路
及
び
阿
久
根
高
尾
野

道
路
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

都
城
志
布
志
道
路
は
、
九
州
縦
貫
自
動

車
道
の
都
城
Ｉ
Ｃ
と
南
九
州
地
域
の
国
際

物
流
拠
点
港
で
あ
る
志
布
志
港
を
結
ぶ
道

路
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
本
県
域
の
う
ち
、

宮
崎
県
境
か
ら
志
布
志
Ｉ
Ｃ
間
を
供
用
し

て
お
り
、
残
る
志
布
志
道
路
に
お
い
て
令

和
６
年
度
中
の
供
用
に
向
け
て
整
備
を
進

め
て
お
り
、
同
年
度
中
に
は
、
都
城
志

布
志
道
路
の
全
線
が
開
通
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

大
隅
縦
貫
道
は
、
東
九
州
自
動
車
道
と

一
体
と
な
っ
て
大
隅
地
域
の
骨
格
を
な

し
、
農
業
や
観
光
の
振
興
を
図
る
上
で
重

要
な
道
路
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
鹿
屋
串

良
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
笠
之
原
Ｉ
Ｃ
間
を
供
用

し
て
お
り
、
現
在
、
吾
平
道
路
お
よ
び

吾
平
大
根
占
田
代
道
路
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
薩
地
域
を
縦
貫
し
、
九
州
縦

貫
自
動
車
道
や
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

と
一
体
と
な
っ
て
、
薩
摩
半
島
地
域
の
広

域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
南
薩

縦
貫
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
３
月
に

全
線
開
通
し
て
い
ま
す
。

③　

路
線
バ
ス
に
つ
い
て 

　

本
県
は
、
高
齢
化
率
の
高
い
県
で
あ
る

と
同
時
に
、
多
く
の
離
島
や
過
疎
地
域
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
路
線
バ
ス
は
、

地
域
の
方
々
に
と
っ
て
、
通
学
・
通
勤
・

買
物
な
ど
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
交

通
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
輸
送
人
員
の
低
下
や
、
燃
料
油

高
騰
に
よ
る
収
益
の
悪
化
、
加
え
て
運
転

手
不
足
に
よ
り
バ
ス
事
業
者
は
運
行
業
務

の
縮
小
を
迫
ら
れ
、
路
線
の
維
持
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
県
で
は
、
燃

料
価
格
高
騰
に
対
す
る
バ
ス
事
業
者
へ
の

支
援
や
、
国
や
市
町
村
、
バ
ス
事
業
者
等

の
関
係
者
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、
国

の
「
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事

業
」
や
県
単
独
事
業
の
「
地
方
公
共
交
通

特
別
対
策
事
業
」
を
活
用
し
て
、
広
域

的
・
幹
線
的
路
線
（
地
域
間
幹
線
系
統
）

や
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
等
へ
の
運
行
費
補

助
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
バ
ス
事
業
者
が
行
う
採
用

活
動
や
免
許
・
資
格
の
取
得
に
係
る
費
用

等
に
対
す
る
支
援
、
業
界
Ｐ
Ｒ
動
画
を
活

用
し
た
人
材
確
保
に
向
け
た
取
組
を
進
め

る
な
ど
、
地
域
の
公
共
交
通
機
関
で
あ
る

バ
ス
の
維
持
・
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。  

　

ま
た
、
県
内
の
各
市
町
村
に
お
い
て

も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
型

交
通
、
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
な
ど
の
取

組
が
行
わ
れ
て
お
り
、
県
で
は
、
地
域
公

共
交
通
会
議
等
へ
参
画
し
て
、
地
域
が
抱

え
る
個
々
の
課
題
解
決
に
向
け
て
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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（
６
）
鉄
道
に
つ
い
て 

①　

鉄
道
の
概
況

　

本
県
の
鉄
道
は
、
平
成
23
年
３
月
12
日

に
博
多
～
鹿
児
島
中
央
間
で
全
線
開
業
し

た
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
、
全
国
へ

の
幹
線
鉄
道
網
の
一
翼
を
担
う
鹿
児
島
本

線
・
日
豊
本
線
と
県
内
の
鹿
児
島
地
域
と

南
薩
地
域
間
を
結
ぶ
指
宿
枕
崎
線
、
さ
ら

に
は
隣
接
す
る
熊
本
県
、
宮
崎
県
と
の
間

を
結
ぶ
肥
薩
線
、
吉
都
線
、
日
南
線
の
Ｊ

Ｒ
九
州
７
路
線
と
、
同
新
幹
線
の
開
業
に

伴
い
、
並
行
在
来
線
と
し
て
Ｊ
Ｒ
九
州
か

ら
経
営
分
離
さ
れ
、
熊
本
県
、
鹿
児
島
県

及
び
沿
線
市
町
等
が
出
資
し
て
設
立
し
た

第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄

道
株
式
会
社
に
運
営
が
引
き
継
が
れ
た
肥

薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
線
の
８
路
線
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
幹
線
か
ら
県
内
観
光
地
へ

の
二
次
ア
ク
セ
ス
の
向
上
も
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の
全
線
開

業
に
合
わ
せ
て
運
行
を
開
始
し
た
指
宿
枕

崎
線
の
観
光
特
急
列
車
「
指
宿
の
た
ま
て

箱
」
は
、
天
然
砂
む
し
温
泉
や
開
聞
岳
な

ど
で
有
名
な
指
宿
・
山
川
方
面
へ
の
ア
ク

セ
ス
と
し
て
多
く
の
観
光
客
を
運
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
観
光
特
急
列
車
「
指
宿
の
た

ま
て
箱
」
は
、
こ
の
地
域
に
伝
わ
る
竜
宮

伝
説
が
列
車
名
の
由
来
で
、
愛
称
は
「
い

ぶ
た
ま
」。
車
両
の
海
側
が
白
、
山
側
が

黒
の
大
胆
な
配
色
の
外
観
や
、
停
車
時
に

ド
ア
が
開
く
と
煙
に
見
立
て
た
霧
を
出
す

演
出
な
ど
が
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

② 　

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
（
幹
線

交
通
係
）

　

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
は
、
九
州

の
大
動
脈
と
し
て
、
国
土
の
背
骨
を
形
成

し
、
本
県
の
産
業
経
済
の
発
展
や
県
民
生

活
の
利
便
性
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
九
州

の
一
体
的
浮
揚
・
発
展
を
図
る
上
で
不
可

欠
な
基
幹
的
高
速
交
通
基
盤
と
し
て
整
備

さ
れ
、
平
成
16
年
３
月
13
日
に
鹿
児
島
中

央
・
新
八
代
間
が
部
分
開
業
、
そ
し
て
平

成
23
年
３
月
12
日
に
新
八
代
・
博
多
間
が

全
線
開
業
し
ま
し
た
。

　

全
線
開
業
に
よ
っ
て
、
鹿
児
島
中
央
・

博
多
間
の
所
要
時
間
は
、
約
３
時
間
40
分

か
ら
最
速
で
１
時
間
16
分
へ
と
、
従
来
に

比
べ
て
約
２
時
間
24
分
の
大
幅
な
短
縮
を

実
現
し
、
鹿
児
島
・
福
岡
が
日
帰
り
行
動

圏
と
な
る
な
ど
、
地
域
間
交
流
が
確
実
に

増
大
し
、
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の
全
線
開

業
12
年
目
の
利
用
状
況
は
、
鹿
児
島
中
央

～
熊
本
間
に
お
い
て
、
４
３
７
万
人
の

人
々
が
利
用
し
、
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
客
だ

け
で
は
な
く
、
県
民
の
日
常
的
な
利
用
も

進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
線
開
業
と
同
時
に
運
用
を
始

め
た
、
鹿
児
島
中
央
～
新
大
阪
間
の
直
通

運
行
も
、
１
日
当
た
り
47
本
（
23
往
復
）

運
転
さ
れ
、
関
西
圏
ま
で
含
め
た
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
や
人
的
交
流
が
飛
躍
的
に
拡
大

し
、
九
州
全
体
の
地
域
振
興
や
経
済
の
発

展
に
今
後
ま
す
ま
す
寄
与
す
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
の
部
分
開
業
を
契
機
に
、
利

便
性
向
上
に
向
け
て
様
々
な
取
組
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

86,468

93,479

88,752

81,279

70,636
72,095

64,557

56,107

48,365

40,610
37,753 38,268 37,681

35,988

24,642 24,499 25,688

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

S45 S47 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

鹿児島県内の乗合ﾊﾞｽ輸送人員の推移

輸送人員（千人）

資料：鹿児島運輸支局業務概況（R５年度版）

指宿のたまて箱

N700 系車両
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ま
ず
、
陸
の
玄
関
口
と
な
る
鹿
児
島
中

央
駅
の
東
口
に
あ
る
南
九
州
最
大
級
の
駅

ビ
ル
「
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
鹿
児
島
」（
複
合

商
業
施
設
）
の
屋
上
に
は
直
径
約
60
メ
ー

ト
ル
の
観
覧
車
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
観

覧
車
か
ら
は
桜
島
や
鹿
児
島
市
街
地
を
一

望
す
る
こ
と
が
で
き
、
鹿
児
島
の
玄
関
口

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
鹿
児
島
中
央
駅
周
辺
に
お
い

て
は
、
平
成
24
年
４
月
に
は
地
上
14
階
、

地
下
１
階
の
商
業
複
合
ビ
ル
「
鹿
児
島

中
央
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
」
が
、
時
を
同

じ
く
し
て
鹿
児
島
の
新
名
所
と
し
て
「
か

ご
っ
ま
ふ
る
さ
と
屋
台
村
」
も
オ
ー
プ

ン
し
、
連
日
多
く
の
観
光
客
な
ど
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
で
は
ス
ー
パ
ー
、

カ
フ
ェ
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
有
し
た
鹿
児
島

最
大
級
の
ビ
ル
「
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
ビ

ル
」
が
駅
周
辺
の
新
た
な
施
設
と
し
て
完

成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
九
州
新
幹
線
鹿
児
島

ル
ー
ト
の
開
業
を
契
機
に
、
様
々
な
取
組

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
開
業
効

果
を
ま
す
ま
す
広
げ
、
持
続
さ
せ
て
い
く

た
め
に
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
さ

ら
な
る
利
便
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

③　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
は
、
熊
本
の
八
代

市
と
鹿
児
島
の
薩
摩
川
内
市
の
延
長
１
１

６
・
９
㎞
を
28
駅
で
結
ぶ
第
三
セ
ク
タ
ー

鉄
道
で
、
地
域
住
民
の
通
勤
、
通
学
な
ど

日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
交
通
機
関
と
し

て
、
平
成
16
年
３
月
13
日
、
九
州
新
幹

線
鹿
児
島
中
央
・
新
八
代
間
と
同
日
開

業
し
、
全
国
の
貨
物
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
一
部
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

同
鉄
道
は
、
東
シ
ナ
海
の
海
岸
沿
い

を
走
る
鉄
道
で
あ
り
、
鉄
道
の
名
前
の

由
来
に
も
な
っ
た
柑
橘
系
の
オ
レ
ン
ジ

と
緑
、
鮮
や
か
な
海
の
青
が
映
え
る
車

窓
、
特
に
大
海
原
に
沈
む
雄
大
な
夕
日

は
絶
景
で
す
。

　

ま
た
沿
線
に
は
、
１
万
羽
も
の
ツ
ル
の

飛
来
で
世
界
的
に
も
有
名
な
出
水
、
マ
リ

ン
リ
ゾ
ー
ト
地
の
阿
久
根
大
島
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
藺
牟
田
池
を

は
じ
め
、
自
然
、
歴
史
、
温
泉
、
グ
ル
メ

な
ど
個
性
豊
か
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多

く
揃
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
観
光
資
源
を
活
か
し
て
、

東
シ
ナ
海
の
絶
景
を
堪
能
し
な
が
ら
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
で
地
元
の
旬
な
食

材
を
使
用
し
た
食
事
を
楽
し
め
る
観
光
列

車
「
お
れ
ん
じ
食
堂
」
や
一
般
車
両
の
貸

切
列
車
も
運
行
し
て
お
り
、
国
内
外
か
ら

の
観
光
客
に
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

薩摩高城駅夕景

おれんじ食堂

１　お得なきっぷ
⑴ＪＲ・おれんじぐるりんきっぷ
　新幹線往復に比較して、おれんじ鉄道を片道利用すると約 30％ off
　①　鹿児島中央～出水　  6,520 円　→　4,620 円（約 29％引）
　②　鹿児島中央～熊本　12,840 円　→　8,380 円（約 34％引）
⑵ＪＲ・おれんじトコトコ２枚きっぷ（ＪＲ在来線利用、２枚回数券タイプ）
　鹿児島中央～阿久根　　　3,680 円　→　2,520 円（約 31％引）
⑶おれんじ１日フリー切符
　肥薩おれんじ鉄道区間（川内駅～八代駅）が１日 2,800 円で乗り放題
　（小人・65 歳以上 :1,400 円）

２　おれんじ食堂３便のリニューアルについて
　肥薩おれんじ鉄道の観光列車「おれんじ食堂」は、令和６年３月のダイヤ改正
でプランを一新しました！１便は八代海の景色を見ながらお鮨を堪能できる贅沢
な和食のスペシャルランチを提供。２便では東シナ海に沈む夕日を眺めながら本格フレンチに舌鼓を打つ、サンセットが
走ります。夏と冬でダイヤが大きく変わることも今回のプランの特徴です。皆様の大切な思い出作りを客室乗務員がお手
伝いします。非日常の贅沢な時間をお過ごしください。
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３　

鹿
児
島
県
の
観
光
に
つ
い
て 

（
１
）
観
光
の
概
況

　

本
県
は
、
温
帯
か
ら
亜
熱
帯
ま
で
の
温

暖
な
気
候
が
広
が
る
南
北
６
０
０
㎞
に
及

ぶ
広
大
な
県
土
の
中
に
、
世
界
的
に
も
有

名
な
活
火
山
の
桜
島
、
神
話
の
舞
台
の
霧

島
連
山
、
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

屋
久
島
、
奄
美
大
島
・
徳
之
島
な
ど
美
し

い
自
然
、
我
が
国
唯
一
の
天
然
砂
む
し
温

泉
で
有
名
な
指
宿
を
は
じ
め
と
す
る
良
質

で
豊
富
な
温
泉
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

な
ど
個
性
あ
る
歴
史
、
大
島
紬
や
薩
摩
焼

な
ど
の
文
化
・
伝
統
工
芸
な
ど
、
多
様
で

特
色
の
あ
る
優
れ
た
観
光
資
源
を
数
多
く

有
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
和
牛
日
本
一
に
輝
い
た
鹿
児

島
黒
牛
を
は
じ
め
、
黒
豚
や
ブ
リ
・
カ

ン
パ
チ
、
ウ
ナ
ギ
、
か
つ
お
ぶ
し
、
お

茶
、
本
格
焼
酎
と
い
っ
た
世
界
に
誇
れ

る
食
な
ど
の
魅
力
的
な
資
源
、
す
な
わ

ち
「
宝
物
」
を
多
く
有
し
て
お
り
、
本

県
で
は
「
南
の
宝
箱　

鹿
児
島
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
な

が
ら
、
本
県
の
多
彩
な
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ

し
て
い
ま
す
。

（
２
）
本
県
観
光
客
の
動
向

　

観
光
庁
の
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
」

（
速
報
値
）
に
よ
る
と
、
令
和
５
年
（
１

月
か
ら
12
月
ま
で
）
の
本
県
延
べ
宿
泊
者

数
は
合
計
で
約
７
７
７
万
人
泊
で
対
前
年

比
約
28
％
増
、
そ
の
う
ち
外
国
人
延
べ
宿

泊
者
数
は
約
34
万
人
泊
で
対
前
年
比
約
７

８
７
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
本
県

の
観
光
関
連
産
業
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
非
常
に
厳
し

い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
観
光
需
要
喚
起
や
消
費
意
欲

喚
起
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
事
業
継
続
や

経
営
安
定
化
に
向
け
た
支
援
な
ど
を
行

い
、
令
和
５
年
の
延
べ
宿
泊
者
数
は
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
令
和
元
年
と
比
較
し
９
割
程

度
ま
で
回
復
し
、
ま
た
、
外
国
人
延
べ
宿

泊
者
数
に
つ
い
て
は
、
香
港
、
韓
国
及
び

台
湾
か
ら
の
定
期
便
の
再
開
な
ど
の
効
果

な
ど
も
あ
り
、
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
３
月
以
降
運

航
を
停
止
し
て
い
た
国
際
ク
ル
ー
ズ
船

は
、
令
和
５
年
３
月
か
ら
再
開
さ
れ
、
県

内
各
港
へ
寄
港
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
は
、
令

和
５
年
に
１
２
５
回
の
入
港
実
績
が
あ

り
、
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
客
は
、
県
全
体
で

約
13
万
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
教
育
旅
行
に
つ
い
て
、
コ
ロ

ナ
禍
の
令
和
３
年
に
お
い
て
、
多
く
の
県

内
の
学
校
が
県
内
で
教
育
旅
行
を
実
施
し

た
の
に
対
し
て
、
令
和
４
年
は
、
そ
れ
ら

の
学
校
が
県
外
に
行
き
先
を
戻
し
た
こ
と

等
に
よ
り
、
対
前
年
比
約
９
・
９
％
の
減

少
と
な
る
９
０
６
校
、
延
べ
宿
泊
者
数
約

９
・
７
万
人
を
本
県
で
受
け
入
れ
た
ほ

か
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
と
し
て
令
和
４
年
度

は
８
６
０
団
体
、
延
べ
約
11
・
６
万
人
の

参
加
者
が
本
県
で
合
宿
を
行
い
、
延
べ
人

数
は
過
去
最
高
の
令
和
元
年
度
の
約
７
割

ま
で
回
復
し
ま
し
た
。

メイン 自然・温泉 食

鹿児島県ＰＲポスター

出典：観光庁「宿泊旅行統計」
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（
３
）
本
県
観
光
の
振
興
方
策

　

本
県
観
光
の
振
興
に
当
た
っ
て
は
、
九

州
新
幹
線
や
香
港
、
韓
国
、
台
湾
、
中
国

と
の
直
行
便
な
ど
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

最
大
限
に
活
用
し
、
国
内
は
も
と
よ
り
、

ア
ジ
ア
や
欧
米
豪
と
い
っ
た
海
外
か
ら
の

誘
客
を
通
じ
て
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

り
、
本
県
の
観
光
消
費
額
の
増
加
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
当
面
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
内
各
地
へ
の
周
遊
性
や

誘
客
効
果
を
高
め
る
た
め
、
県
単
公
共
事

業
に
よ
る
街
並
み
景
観
な
ど
観
光
ル
ー
ト

の
整
備
や
着
地
型
観
光
の
推
進
な
ど
、
県

内
各
地
に
お
い
て
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ

く
り
を
進
め
て
き
て
い
る
ほ
か
、
官
民
一

体
と
な
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
明
確
に
し
た
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
誘
客
対
策
や
、
教
育
旅
行

の
誘
致
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
県
は
、
温
暖
な
気
候
や
豊
富
な
温

泉
、
豊
か
な
食
を
求
め
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ

ン
プ
・
合
宿
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
春
季
キ
ャ
ン
プ
の
時
期
に
は
、

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
な
ど
の
プ
ロ
チ
ー

ム
、
都
市
対
抗
野
球
や
大
学
リ
ー
グ
に
参

戦
す
る
野
球
チ
ー
ム
、
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅

伝
に
出
場
す
る
実
業
団
チ
ー
ム
な
ど
、
プ

ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
の
多
く
の
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

県
は
、
こ
れ
ら
の
キ
ャ
ン
プ
情
報
を
周

知
す
る
た
め
、
キ
ャ
ン
プ
情
報
が
掲
載
さ

れ
た
電
子
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
、
県
内
各
所
で
情
報
提
供
を
行
う

ほ
か
、
空
港
に
は
キ
ャ
ン
プ
情
報
に
加

え
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
チ
ー
ム
グ
ッ
ズ
、

本
県
ゆ
か
り
の
選
手
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

等
の
展
示
、
プ
ロ
チ
ー
ム
等
へ
は
日
本
一

の
鹿
児
島
黒
牛
な
ど
の
激
励
品
を
贈
呈
す

る
な
ど
、
受
入
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
か
ら
県
内
や
九
州
地

区
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
チ
ー
ム
を
中

心
に
大
学
、
社
会
人
、
プ
ロ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
超
え
た
大
規
模
な
野
球
の
交
流
戦

「
薩
摩
お
い
ど
ん
カ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
約
40
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
約
２

２
，０
０
０
人
の
観
客
が
訪
れ
ま
し
た

（
令
和
５
年
）。
社
会
人
日
本
一
Ｖ
Ｓ
大
学

日
本
一
や
強
豪
大
学
Ｖ
Ｓ
プ
ロ
な
ど
、
薩

摩
お
い
ど
ん
カ
ッ
プ
で
し
か
見
ら
れ
な

い
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試
合
が
満
載
で
、
九

州
各
県
以
外
か
ら
も
多
く
の
野
球
フ
ァ

ン
が
来
県
し
、
野
球
観
戦
だ
け
で
な
く
、

本
県
の
観
光
へ
展
開
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
旅
行
需
要
が
、
昨

年
５
月
に
同
感
染
症
が
５
類
に
変
更
さ

れ
、
経
済
社
会
活
動
が
活
発
化
す
る
中

で
徐
々
に
回
復
し
て
き
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
当
該
回
復
を
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
、
本
県
の
多
彩
な
魅
力
を
生
か
し

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
国
内
外
で
展
開

し
、
本
県
へ
の
誘
客
を
促
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
か
ら
の
誘
客
に
当
た
っ
て
は
、

「
南
の
宝
箱　

鹿
児
島
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
本
県
の
魅
力
を
発
信
す
る
Ｐ
Ｒ
動
画
の

作
成
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ

広
告
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
交
通
キ
ャ

リ
ア
等
と
連
携
し
て
「
南
の
宝
箱　

鹿
児

島
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
期
間
を
限
定
し

て
集
中
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
本
県
の

認
知
度
の
向
上
を
図
り
、
首
都
圏
や
関

西
圏
か
ら
の
誘
客
を
促
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
個
人
が
「
推
し
」
を
応

援
す
る
こ
と
に
支
出
を
惜
し
ま
な
い
、
い

わ
ゆ
る
「
推
し
活
」
に
着
目
し
、
本
県
を

舞
台
と
し
た
作
品
や
本
県
に
ゆ
か
り
の
あ

る
人
物
な
ど
、「
推
し
」
と
な
り
う
る
観

光
素
材
・
コ
ン
テ
ン
ツ
を
掘
り
起
こ
し
、

情
報
発
信
を
行
う
新
た
な
取
組
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
個
人
向
け
」、「
体
験
型
」、

「
滞
在
型
」
な
ど
、
近
年
の
旅
行
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に

も
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

薩摩おいどんカップ

重富まち歩き拠点整備（布引の滝）
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特集 　鹿児島県の運輸と観光

　

海
外
か
ら
の
誘
客
に
当
た
っ
て
は
、
国

や
九
州
観
光
機
構
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

韓
国
、
中
国
、
台
湾
及
び
香
港
の
直
行
便

市
場
や
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ベ
ト

ナ
ム
等
の
戦
略
的
市
場
に
対
す
る
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
に
よ
る
情
報
発
信
や
、
現
地
で
の
旅

行
会
社
へ
の
セ
ー
ル
ス
等
の
ほ
か
、
ク

ル
ー
ズ
会
社
等
へ
の
セ
ー
ル
ス
活
動
な

ど
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
語
ガ
イ
ド
の
育
成
、
多
言

語
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど
受
入
体

制
の
充
実
の
ほ
か
、
国
の
事
業
を
活
用
し

な
が
ら
、
観
光
客
の
回
遊
性
を
高
め
る
と

と
も
に
、
長
期
滞
在
や
観
光
消
費
額
の
増

加
に
つ
な
が
る
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造

成
す
る
な
ど
、
富
裕
層
を
惹
き
つ
け
る
観

光
地
の
高
付
加
価
値
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

今
後
も
、
国
際
航
空
路
線
の
就
航
状
況

や
、
本
県
に
と
っ
て
の
市
場
の
有
望
性
な

ど
に
応
じ
て
、
戦
略
的
な
取
組
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
将
来

的
な
定
期
便
就
航
や
令
和
７
年
度
に
開
催

さ
れ
る
大
阪
・
関
西
万
博
を
見
据
え
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
に
つ
い
て
は
、
本
県
の
魅

力
で
あ
る
地
理
的
優
位
性
や
、
豊
か
な
自

然
や
食
、
歴
史
・
文
化
な
ど
、
世
界
に
誇

れ
る
豊
富
な
観
光
資
源
、
離
島
の
存
在
を

生
か
し
な
が
ら
、
誘
致
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
客
の
満
足
度
向

上
を
目
指
し
、
市
町
村
や
関
係
団
体
等
と

連
携
し
て
受
入
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
関
連
産
業
の
「
稼
ぐ
力
」

の
向
上
を
図
る
た
め
、「
観
光
地
経
営
」

の
視
点
を
持
っ
て
観
光
振
興
施
策
を
推
進

す
る
体
制
が
必
要
で
あ
り
、
各
観
光
地
域

の
司
令
塔
で
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
団
体

（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
等
）
が
中
心
と
な
り
観
光
地
経

営
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
内
観
光
地
域
づ
く
り
団

体
の
組
織
体
制
の
強
化
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、
地
域
一
体
と
な
り
、
自
立
的
か
つ
持

続
的
な
観
光
地
経
営
の
で
き
る
観
光
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
に
わ
た
る
観
光
地
の
高
付
加
価

値
化
に
向
け
た
取
組
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戦
略
的
な
取
組
を
展
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
県
の
基
幹
産
業
で

あ
る
観
光
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

「００７は二度死ぬ」ロケ地

タイ旅行博への出展
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南九州の地域経済と暮らしを支える
鹿児島港・川内港・指宿港海岸・鹿児島空港における取り組み

九州地方整備局　鹿児島港湾 ･空港整備事務所

点
と
し
て
の
重
要
性
も
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
港
湾
・
空
港
施
設
の
整
備
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
岸
の
整
備
に
お
い
て
は
、
地

域
住
民
の
暮
ら
し
だ
け
で
な
く
、
観
光
都

市
と
し
て
の
景
観
・
観
光
施
設
を
守
り
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
鹿
児
島
港
に
お
け
る
取
り
組
み

（
１
）
鹿
児
島
港
の
概
要

　

鹿
児
島
港
は
、
薩
摩
藩
時
代
に
琉
球
貿

易
な
ど
が
盛
ん
に
な
り
、
現
在
の
本
港
区

の
波
止
場
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
発

展
し
ま
し
た
。
現
在
に
お
い
て
も
奄
美
大

島
・
沖
縄
航
路
や
種
子
島
・
屋
久
島
航
路

を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
県
内
離
島
や
沖

縄
へ
の
定
期
航
路
が
就
航
し
て
お
り
、
県

内
離
島
や
沖
縄
地
方
の
生
活
を
支
え
る
人

流
・
物
流
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
鹿
児
島
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
桜

島
と
鹿
児
島
市
街
地
を
結
ぶ
桜
島
フ
ェ

リ
ー
や
薩
摩
半
島
と
大
隅
半
島
を
結
ぶ
鴨

池
・
垂
水
フ
ェ
リ
ー
の
鹿
児
島
湾
（
錦
江

湾
）
湾
内
航
路
が
日
々
の
通
勤
・
通
学
や

観
光
客
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
鹿
児
島
港

の
旅
客
数
は
、
桜
島
航
路
と
垂
水
航
路
が

約
85
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
国

内
外
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
多
数
寄
港
す
る
南

九
州
の
海
の
玄
関
口
、
穀
物
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
な

ど
の
輸
入
を
支
え
る
物
流
拠
点
、
石
油
製

品
・
重
油
な
ど
の
南
九
州
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
基
地
、
県
内
の
自
動
車
集
積
・
配
送

拠
点
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
離
島
の
暮
ら
し
を
支
え
る
み
な
と

　

鹿
児
島
県
は
、
離
島
人
口
が
約
15
万
人

で
あ
り
、
有
人
離
島
数
が
28
と
い
う
、
全

国
で
も
有
数
の
離
島
県
で
あ
り
、
県
内
の

港
湾
設
置
数
は
１
３
１
港
と
全
国
１
位
を

誇
り
ま
す
。
鹿
児
島
港
に
は
定
期
航
路
が

11
航
路
就
航
し
て
お
り
、
桜
島
航
路
と
垂

水
航
路
を
除
い
た
９
航
路
が
離
島
へ
向
か

う
航
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

種
子
島
・
屋
久
島
航
路
で
は
、
旅
客
輸
送

人
員
数
の
約
７
割
、
貨
物
輸
送
量
の
ほ
ぼ

全
数
が
鹿
児
島
港
か
ら
の
海
上
輸
送

（
フ
ェ
リ
ー
・
高
速
船
）
に
よ
っ
て
担
わ

■
は
じ
め
に

　

近
年
、
我
が
国
の
物
流
業
界
に
お
い
て

は
、
生
産
年
齢
人
口
減
少
や
２
０
２
４
年

問
題
等
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
対
応
へ
の
社
会
的
気
運
の
高
ま
り
、

技
術
革
新
の
進
展
、
災
害
の
激
甚
化
・
頻

発
化
な
ど
対
応
す
べ
き
課
題
が
多
く
存
在

し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
Ｅ
Ｃ
市
場
の
急
成
長

や
新
し
い
生
活
様
式
等
の
新
た
な
課
題
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

数
多
く
の
離
島
を
抱
え
る
鹿
児
島
県
で

は
港
湾
・
空
港
と
い
っ
た
輸
送
網
は
特
に

生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
南
九
州
の
産
業
・
生
活
の
拠

点
、
さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
と
の
国
際
物
流
拠 【鹿児島港航空写真（令和５年３月）】

【鹿児島港の港湾区域】

【定期航路の
　就航状況】
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れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
鹿
児
島
港
の

存
在
が
離
島
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

当
事
務
所
で
は
、
鹿
児
島
港
新
港
区
複

合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
と
し

て
、
平
成
23
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
新
港

区
に
あ
る
奄
美
・
沖
縄
航
路
の
フ
ェ
リ
ー

が
着
岸
す
る
岸
壁
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
に
よ
っ
て
施
設
の
老
朽
化
や
狭
隘

化
に
対
応
し
、
さ
ら
に
耐
震
強
化
岸
壁
を

整
備
す
る
こ
と
で
災
害
時
に
お
け
る
離
島

へ
の
生
活
航
路
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
南
九
州
の
産
業
・
暮
ら
し
を

　

支
え
る
み
な
と

　

鹿
児
島
港
谷
山
一
区
で
は
、
穀
物
の
輸

入
拠
点
と
し
て
、
と
う
も
ろ
こ
し
（
約
73

万
ト
ン
）
や
麦
（
約
19
万
ト
ン
）
が
輸
入

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
穀
物
・
飼
料
関

係
貨
物
が
輸
入
貨
物
全
体
の
約
８
割
を
占

め
て
い
ま
す
（
令
和
４
年
）。
背
後
に
は

飼
料
工
場
が
複
数
立
地
し
て
お
り
、
輸
入

さ
れ
た
穀
物
か
ら
飼
料
を
製
造
し
、
南
九

州
各
地
や
離
島
地
域
へ
と
出
荷
す
る
こ
と

で
全
国
２
位
（
令
和
４
年
）
の
農
業
産
出

額
を
も
つ
鹿
児
島
県
を
は
じ
め
と
し
た
南

九
州
の
畜
産
業
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
谷
山
二
区
の
背
後
に
は
、
主
に

オ
セ
ア
ニ
ア
方
面
か
ら
輸
入
し
た
Ｌ
Ｎ
Ｇ

を
基
に
都
市
ガ
ス
の
製
造
が
お
こ
な
わ
れ

て
お
り
、
鹿
児
島
市
や
霧
島
市
へ
ガ
ス
導

管
に
て
供
給
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
南
九
州

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
供
給
基
地
と
し
て
、
ロ
ー
リ
ー

車
で
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
出
荷
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
国
内
各
地
の
製
油
所
か
ら
石
油
製
品

の
移
入
も
行
っ
て
お
り
、
油
槽
所
に
運
び

込
ま
れ
た
石
油
製
品
は
主
に
陸
上
輸
送
で

背
後
圏
の
工
場
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等

の
消
費
者
へ
輸
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
鹿
児
島
港
で
は
完
成
自
動
車
の
移
出

入
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
名
古
屋
港

か
ら
完
成
自
動
車
を
移
入
し
、
県
内
へ
の

陸
上
輸
送
・
離
島
へ
の
海
上
輸
送
を
行
っ

て
お
り
、
谷
山
二
区
周
囲
に
は
モ
ー
タ
ー

プ
ー
ル
が
立
地
す
る
な
ど
、
県
内
の
自
動

車
集
積
・
配
送
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
当
事
務
所
で
は
予
防
保
全
事
業

と
し
て
、
こ
の
完
成
自
動
車
の
移
出
入

に
使
用
さ
れ
て
い
る
岸
壁
の
老
朽
化
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
南
九
州
だ
け
で

な
く
、
県
内
離
島
及
び
沖
縄
地
方
の
自

動
車
需
要
に
応
え
る
た
め
、
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

（
４
）
鹿
児
島
港
の
事
業

　

鹿
児
島
港
の
延
長
は
、
南
北
20
㎞
に
及

び
、
フ
ェ
リ
ー
や
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
、
高
速
船

と
い
っ
た
離
島
へ
の
発
着
拠
点
で
あ
る
本

港
区
・
新
港
区
と
、
産
業
が
集
積
し
て
い

る
飼
料
や
石
油
等
の
物
流
拠
点
で
あ
る
谷

山
一
区
・
二
区
と
の
間
で
、
貨
物
車
両
に

よ
る
相
互
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
鹿

児
島
港
の
背
後
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

そ
の
地
理
的
特
性
か
ら
輸
送
ル
ー
ト
が
限

定
さ
れ
、
貨
物
車
両
に
つ
い
て
は
県
道

（
産
業
道
路
）
や
国
道
２
２
５
号
等
を
利

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
渋
滞
等
の
影
響

に
よ
り
定
時
性
の
確
保
に
支
障
を
き
た
し

か
ね
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
鴨
池
港
区

と
中
央
港
区
の
周
辺
道
路
は
、
臨
港
道
路

の
未
整
備
区
間
で
あ
り
、
円
滑
な
物
流
動

線
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
当
事
務
所
で
は
平
成
29
年

度
か
ら
鹿
児
島
港
臨
港
道
路
鴨
池
中
央
港

区
線
（
延
長
２
・
４
㎞
）
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
が
な
さ
れ
、
輸
送
時

間
の
短
縮
や
貨
物
車
両
の
輸
送
時
の
安

全
性
の
向
上
に
併
せ
て
、
市
内
幹
線
道
路

の
負
担
軽
減
に
よ
る
交
通
渋
滞
緩
和
に

寄
与
し
ま
す
。

【奄美・沖縄フェリーターミナル】

【臨港道路の整備状況】

【臨港道路の施工状況（令和６年１月）】
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ま
た
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
へ
の
掲
載
、
説
明
会

を
行
う
な
ど
、
広
く
地
域
住
民
に
周
知

し
、
県
内
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
現

場
見
学
会
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

（
５
）
南
九
州
の
海
の
玄
関
口

　

鹿
児
島
港
中
央
港
区
に
は
、
県
民
や
観

光
客
が
憩
い
、
海
と
触
れ
合
え
る
空
間
の

整
備
、
離
島
等
の
急
患
搬
送
用
ヘ
リ
ポ
ー

ト
等
の
整
備
を
目
的
と
し
て
マ
リ
ン
ポ
ー

ト
か
ご
し
ま
が
整
備
さ
れ
、
平
成
28
年
に

全
面
供
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
に
は
、
国
際
旅
客
船
拠
点
形

成
港
湾
に
指
定
さ
れ
、
当
事
務
所
に
お
い

て
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
増
加
及
び
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
の
寄
港
に
対
応
す
る
た
め
、
22

万
ト
ン
級
対
応
の
２
号
岸
壁
の
整
備
を
令

和
３
年
度
に
完
了
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
ク
ル
ー
ズ
船
の

入
港
回
数
は
一
時
的
に
減
少
し
ま
し
た

が
、
令
和
５
年
に
は
２
号
岸
壁
完
成
後
初

と
な
る
、
ク
ル
ー
ズ
船
２
隻
の
同
時
接

岸
を
は
じ
め
、
82
隻
の
ク
ル
ー
ズ
船
が

寄
港
し
て
お
り
、
今
後
も
ク
ル
ー
ズ
船

に
よ
る
新
た
な
観
光
需
要
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

■
川
内
港
に
お
け
る
取
り
組
み

（
１
）
川
内
港
の
概
要
・
事
業

　

川
内
港
は
、
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
に

位
置
し
、
東
シ
ナ
海
に
面
し
て
い
る
た

め
、
中
国
・
韓
国
・
台
湾
や
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
等
に
近
い
優
位
性
を
活
か
し
た
重
要

な
物
流
拠
点
で
す
。
背
後
に
は
、
原
子
力

発
電
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
や
紙
・
パ
ル

プ
関
連
の
企
業
が
立
地
し
、
南
九
州
西
海

岸
地
域
に
お
け
る
拠
点
港
湾
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
韓
国
と
の
定
期
航
路
及
び

神
戸
と
の
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
が
就
航

し
て
い
ま
す
。
主
な
輸
出
取
扱
貨
物
は

紙
・
パ
ル
プ
が
約
５
割
、
原
木
が
約
４
割

を
占
め
て
い
ま
す
（
令
和
４
年
）。
近
年

川
内
港
に
お
い
て
は
、
原
木
の
取
扱
貨

物
量
が
平
成
29
年
か
ら
令
和
４
年
の
直

近
５
年
間
で
８
倍
以
上
と
大
き
く
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

当
事
務
所
で
は
、
林
産
品
の
輸
出
量
増

加
等
に
伴
う
船
舶
の
大
型
化
に
対
応
す
る

た
め
、
川
内
港
唐
浜
地
区
国
際
物
流
タ
ー

ミ
ナ
ル
整
備
事
業
と
し
て
、
令
和
３
年
度

よ
り
水
深
12
ｍ
の
岸
壁
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
本
事
業
の
整
備
に
よ
り
、
農
林
水
産

物
・
食
品
の
輸
出
促
進
や
地
域
に
お
け
る

林
業
の
振
興
、
背
後
企
業
の
新
規
立
地
・

投
資
、
耐
震
強
化
岸
壁
の
整
備
に
よ
る
災

害
時
に
お
け
る
社
会
・
経
済
活
動
の
維
持

に
寄
与
し
ま
す
。

（
２
）
川
内
港
周
辺
の
近
況

　

川
内
港
周
辺
で
は
、
港
の
整
備
だ
け
で

な
く
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
整
備

も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
川
内
港
か
ら
鹿
児

島
県
や
熊
本
県
へ
の
円
滑
な
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
８
月
に
は
、
川
内
宮
之
城
道
路

の
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
、
更
な
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
地
域
の
発
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
港
や
道
路
の
整
備
に
併
せ

て
、
薩
摩
川
内
市
や
さ
つ
ま
町
に
工
場
を

立
地
し
て
い
る
大
手
メ
ー
カ
ー
等
が
川
内

港
か
ら
の
輸
出
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
新
た
な
産
業
用
地
と
し
て
川
内
港
久

見
崎
み
ら
い
ゾ
ー
ン
の
開
発
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
ま
す
ま
す
川
内
港
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
３
）
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み

　

川
内
港
で
は
、
港
湾
の
脱
炭
素
化
を
促

進
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト

経
営
に
向
け
、
港
湾
管
理
者
で
あ
る
鹿
児

島
県
が
川
内
港
港
湾
脱
炭
素
化
推
進
協
議

【クルーズ船寄港状況】

【クルーズ船寄港状況】

【川内港航空写真（令和５年３月）】
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会
を
設
置
し
、
令
和
６
年
３
月
に
川
内
港

港
湾
脱
炭
素
化
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
薩
摩
川
内
市
に
お
け
る
薩
摩
川
内
市

未
来
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
宣
言
、
川
内
港
背
後
を
拠
点
と
す

る
資
源
循
環
企
業
の
設
立
な
ど
、
地
域

を
挙
げ
て
循
環
経
済
・
脱
炭
素
化
に
よ

る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

■
指
宿
港
海
岸
に
お
け
る
取
り
組
み

（
１
）
指
宿
港
海
岸
の
概
要

　

鹿
児
島
県
指
宿
市
は
、
年
間
約
３
７

０
万
人
の
観
光
客
数
を
有
す
る
日
本
有

数
の
観
光
都
市
で
す
。
特
に
指
宿
港
海

岸
の
背
後
地
域
は
、
温
泉
観
光
の
中
心

地
で
あ
り
、
天
然
砂
む
し
温
泉
等
の
観

光
施
設
や
宿
泊
施
設
が
立
地
し
、
多
数

の
観
光
客
が
来
訪
・
滞
在
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
も
集
積
し
て
い
る
地
域
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
指
宿
港
海
岸
の
事
業

　

指
宿
港
海
岸
は
か
つ
て
、
消
波
機
能
を

持
つ
砂
浜
を
有
し
て
い
ま
し
た
が
、
過
去

の
台
風
に
よ
り
砂
が
大
量
に
流
出
し
、
そ

の
後
も
河
川
等
か
ら
の
砂
の
供
給
源
が
な

い
こ
と
や
高
波
等
に
よ
り
浸
食
が
進
行
し

ま
し
た
。
砂
浜
の
浸
食
に
よ
り
消
波
機
能

が
失
わ
れ
、
台
風
等
の
高
波
時
の
越
波
に

よ
る
観
光
・
宿
泊
施
設
や
住
宅
等
へ
の
浸

水
被
害
が
度
々
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

護
岸
は
築
50
年
以
上
と
な
り
、
老
朽
化
や

度
重
な
る
台
風
等
に
よ
り
機
能
劣
化
が
進

行
し
、
地
元
住
民
の
日
常
生
活
に
も
影
響

が
及
ん
で
い
ま
し
た
。
当
事
務
所
で
は
、

平
成
26
年
度
よ
り
指
宿
港
海
岸
直
轄
海
岸

保
全
施
設
整
備
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
高
波
に
よ
る
防
護
機
能
の
改

善
を
図
り
、
高
潮
・
高
波
か
ら
護
岸
背
後

へ
の
越
波
・
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
、
保
全
施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

（
３
）
整
備
手
法
の
検
討
体
制

　

指
宿
港
海
岸
の
整
備
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
海
岸
の
防
護
、
環
境
の
保
全
及
び
最

適
な
利
用
を
図
る
た
め
、
地
元
主
催
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
要
望
や
景
観
へ
の
配
慮
等
の
意

見
を
聞
き
取
る
と
と
も
に
、
整
備
検
討

委
員
会
で
専
門
家
の
技
術
的
助
言
を
受

け
な
が
ら
、
整
備
手
法
の
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

■
鹿
児
島
空
港
に
お
け
る
取
り
組
み

（
１
）
鹿
児
島
空
港
の
概
要

　

鹿
児
島
空
港
は
、
昭
和
47
年
に
鹿
児
島

市
内
の
旧
鴨
池
空
港
か
ら
現
在
の
霧
島
市

へ
と
移
転
し
ま
し
た
。
南
に
は
桜
島
が
眺

望
で
き
る
自
然
景
観
に
恵
ま
れ
た
場
所
に

総
面
積
１
９
４
万
㎡
、
３
０
０
０
ｍ
の
滑

走
路
を
備
え
た
空
港
で
す
。
現
在
は
、
東

京
、
大
阪
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
の
主
要

空
港
及
び
沖
縄
・
県
内
離
島
と
直
結
す
る

南
九
州
の
拠
点
空
港
と
し
て
、
さ
ら
に
国

際
線
に
お
い
て
は
、
上
海
、
ソ
ウ
ル
、
台

北
、
香
港
と
の
路
線
が
開
設
さ
れ
て
お

り
、
ア
ジ
ア
の
交
流
拠
点
と
し
て
の
役
割

も
果
た
し
て
い
ま
す
。
旅
客
数
・
取
扱
貨

物
量
と
も
に
、
九
州
地
方
で
は
福
岡
空
港

に
次
ぐ
第
２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和

４
年
に
は
開
港
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

（
２
）
鹿
児
島
空
港
の
事
業

　

鹿
児
島
空
港
で
は
、
令
和
５
年
度
に
誘

導
路
の
新
設
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
運
航
の
効
率
化
を
図
り
、
航
空
機
の

定
時
性
を
確
保
し
ま
し
た
。
ま
た
、
老
朽

化
に
よ
る
航
空
機
の
安
全
運
行
上
の
ト
ラ

ブ
ル
の
回
避
や
空
港
の
浸
水
対
策
の
強

化
、
大
型
化
し
た
航
空
機
へ
の
対
応
の
た

め
に
誘
導
路
・
排
水
施
設
・
地
下
埋
設
物

の
改
良
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　

こ
れ
か
ら
も
南
九
州
の
地
域
経
済
・
暮

ら
し
を
支
え
る
た
め
、
円
滑
な
事
業
実
施

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
国
土
交
通
行
政
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【鹿児島空港航空写真（令和５年３月）】

【完成イメージ】
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　当センターへ支援・助成を頂いている日本財団では、「みんながみんなを支える社会」を目指し社会貢献自動販売機の設置を積極的に推進さ れています。
　2008 年からスタートし「夢の貯金箱」の名称で親しまれてきた取り組みですが、よりわかりやすく、すばやいサポートを届けるため、寄付金は、 「子供の貧困対策支援」「難病児と家族の支援」「給付型奨学金制度への活用」「被災地支援」「アスリートたちによる社会貢献活動の支援」の基金
から寄付先を選んでいただく仕組みの「チャリティー自販機」に変更されました。
　「チャリティー自販機」の概要が、以下のリーフレットに記載されていますが、新規設置や既存自動販売機からの変更の費用は全て無料になっ ており、また、これによる寄付金は 100％全額を支援に活用され、活動報告、会計報告は全て透明性を持って情報の公開が行われています。
　つきましては、「チャリティー自販機」の設置・既存の自動販売機のまま「チャリティー自販機」への切り替えについてご検討をお願い申し上げま す。（本掲載部分は日本財団作成のリーフレットの一部分ですので、内容説明に不十分なところがございますので、不明な点などは当センター又
は掲載文中の日本財団のＷＥＢ又は電話でお尋ね下さい。）
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内
航
ミ
ラ
イ
研
究
会
の
代
表
理
事
を
務

め
て
い
る
浦
山
と
申
し
ま
す
。

　

始
め
に
内
航
ミ
ラ
イ
研
究
会
の
説
明
を

簡
単
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

内
航
ミ
ラ
イ
研
究
会
は
２
０
２
０
年
に

設
立
さ
れ
た
法
人
で
す
。
元
々
は
個
人
船

主
や
舶
用
機
器
メ
ー
カ
ー
が
内
航
の
未
来

に
つ
い
て
様
々
な
議
論
を
行
っ
て
い
た
小

さ
な
集
ま
り
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
個
人
船
主
で
は
船
を
建
造

す
る
機
会
や
技
術
的
な
部
分
に
関
わ
る
機

会
も
少
な
く
、
ま
た
メ
ー
カ
ー
の
新
開
発

技
術
の
検
証
や
、
開
発
さ
れ
た
も
の
が
本

当
に
こ
の
業
界
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

な
の
か
、
疑
問
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
製

品
や
技
術
の
基
礎
研
究
、
さ
ら
に
そ
れ

ら
の
実
証
実
験
を
行
う
場
所
が
あ
れ
ば
、

内
航
の
抱
え
る
問
題
の
解
決
に
向
け
て

貢
献
で
き
る
の
で
は
と
い
う
思
い
か
ら
、

こ
の
研
究
会
は
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
に
は
Ｓ
Ｉ
Ｍ
事
業
（
Ｓ
ｈ

ｉ
ｐ
ｓ 

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 
Ｍ

ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｒ
）
を
開
始
し
、
２
０
２
３

年
に
は
弊
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
シ
ッ
プ
で
あ

る
Ｓ
Ｉ
Ｍ-

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
１
、
４
９
９
ｔ
型

の
貨
物
船
を
「
バ
リ
シ
ッ
プ
２
０
２
３

年
」
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
内
航
業
界
に
は
船
員
不
足
、
働
き

方
改
革
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
等
、
様
々

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
船
員
不
足
に
つ
い
て
は
、
内
航
だ

け
で
は
な
く
、
海
運
業
界
全
体
の
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題

解
決
に
つ
な
が
る
も
の
や
、
小
型
船
主
で

も
取
り
入
れ
や
す
く
普
及
し
や
す
い
も
の

を
開
発
し
、
内
航
業
界
、
ひ
い
て
は
海
運

業
界
の
未
来
を
見
据
え
て
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
専
務
理
事
の
曽
我
部
か
ら
研
究

会
の
活
動
等
に
つ
い
て
発
表
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

最
後
ま
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

専
務
理
事
の
曽
我
部
と
申
し
ま
す
。
本

日
は
内
航
海
運
業
界
の
未
来
を
考
え
る
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
ま
す
が
、
も
う
少

し
詳
し
く
弊
会
の
概
要
を
お
話
し
ま
す
。

　

内
航
ミ
ラ
イ
研
究
会
は
様
々
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
が
、
大
き
く
分
け
て
１
．
環

境
と
安
全
性
、
２
．
業
界
の
問
題
・
課

題
、
３
．
コ
ン
セ
プ
ト
提
唱
、
４
．
一
体

的
な
取
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
労
働
環
境
の
改
善
・
簡
素
化
・
合

理
化
、
安
全
性
向
上
の
両
立
、
そ
し
て
地

球
環
境
に
向
け
た
新
技
術
と
い
う
と
こ
ろ

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
の

中
で
生
ま
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
共
有
し
、

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
約
70
社
の
会
員
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
て
、
船
主
や
メ
ー
カ
ー
等
の
一
体
的
な

取
組
み
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
10
月
に
任
意
団
体
か
ら
法

人
へ
変
わ
り
ま
し
た
。
法
人
化
を
し
て
よ

り
広
く
世
の
中
に
浸
透
し
広
め
て
い
く
と

い
う
目
的
で
立
ち
上
げ
た
組
織
で
す
。

（
資
料
１
）

　

２
０
２
１
年
６
月
に
１
９
９
の
ケ
ミ
カ

ル
タ
ン
カ
ー
「
り
ゅ
う
と
」
が
竣
工
し
、

弊
会
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
の
甲
板
機
械

日　時　　令和 5 年 11 月 10 日（金）
場　所　　リファレンス駅東ビル 2 階 Ｔ会場

主　催　　（公財）九州運輸振興センター
助　成　　日本財団
後　援　　九州運輸局　ＪＲ九州

浦　山　秀　大
一般社団法人内航ミライ研究会

代表理事
曽我部　公　太専務理事

内航海運業界のミライを考える
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海
洋
共
育
セ
ン
タ
ー
の
村
中
と
申
し

ま
す
。

　

本
日
の
講
演
が
海
洋
共
育
セ
ン
タ
ー
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
２
０
１
３
年
９

月
３
日
で
、
当
時
広
島
市
内
に
本
部
を
構

え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
尾
道
海
技
学

院
の
一
室
に
本
部
を
移
設
、
現
在
は
広
島

県
尾
道
市
土
堂
の
海
岸
通
り
が
活
動
拠
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
数
は
個
人
、
法

人
、
団
体
を
含
め
２
９
３
社
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
形
態
と
し
て
は
会
員
か
ら

の
年
会
費
、
助
成
金
な
ど
に
よ
り
活
動
を

行
っ
て
い
る
一
般
社
団
法
人
で
す
。

　

団
体
名
の
海
洋
共
育
セ
ン
タ
ー
の
「
共

育
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
共
に
学
び

育
つ
と
い
う
思
い
で
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
船
員
不
足
問
題
の
解
消
に
内
航
海
運

業
界
全
体
で
取
り
組
み
、
船
員
確
保
と
船

員
の
資
質
向
上
を
通
じ
て
、
安
定
的
な
内

航
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
日
本
の
産
業

維
持
・
活
性
化
に
貢
献
す
る
。
内
航
事
業

者
が
共
同
で
船
員
を
育
成
す
る
だ
け
で
な

く
関
連
す
る
す
べ
て
の
海
事
事
業
者
が
共

同
す
る
こ
と
で
「
共
に
学
び
育
つ
」
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
、
個
人
事
業
主
が
多
い
内
航

海
運
業
界
に
お
い
て
業
界
の
諸
問
題
に
対

し
共
に
取
り
組
み
、
問
題
を
解
決
し
て
い

こ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
船
員
不
足
問
題
、
さ
ら

に
経
営
者
、
船
員
共
に
質
の
向
上
を
は

か
る
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

設
立
当
時
は
、
船
員
の
高
齢
化
や
若
年

層
の
船
員
離
れ
な
ど
で
人
手
不
足
と
な

り
、
船
が
止
ま
る
Ⅹ
デ
ー
が
来
る
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
始
め
た
時
期
で
す
。

　

昨
今
の
船
員
不
足
に
至
っ
た
要
因
は
様
々

な
時
代
背
景
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

大
き
な
要
因
と
な
っ
た
の
は
、
２
０
０

５
年
４
月
船
員
法
改
正
時
に
航
海
当
直
基

準
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
最

低
安
全
定
員
の
制
度
が
設
定
さ
れ
、
有
資

格
者
の
需
要
が
高
ま
り
、
船
員
不
足
に
拍

車
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

航
海
当
直
基
準
の
改
正
前
は
一
定
の
要

件
に
基
づ
い
て
、
航
海
当
直
部
員
資
格
認

定
を
受
け
た
者
な
ら
ば
海
技
免
状
無
し

で
も
１
人
で
航
海
当
直
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
改
正
後
は
航
海
当
直
中
者
の

内
、
少
な
く
と
も
１
人
は
６
級
海
技
士
航

海
又
は
こ
れ
よ
り
上
級
の
海
技
免
状
を
有

す
る
者
で
あ
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
小
型
船
に
つ
い
て
は
実

質
、
航
海
当
直
を
行
う
者
全
て
に
海
技
免

状
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
国
は
一
定
の
乗
船
履
歴

が
あ
る
者
は
短
期
の
講
習
で
、
６
級
海
技

士
の
航
海
を
取
得
さ
せ
る
制
度
を
導
入
し

ま
し
た
。
２
０
０
７
年
か
ら
海
技
大
学

校
で
６
級
海
技
士
航
海
の
短
期
養
成
課

程
を
開
講
し
、
有
資
格
者
の
増
員
を
目

日　時　　令和 5 年 11 月 10 日（金）
場　所　　リファレンス駅東ビル 2 階 Ｔ会場

主　催　　（公財）九州運輸振興センター
助　成　　日本財団
後　援　　九州運輸局　ＪＲ九州

村　中　克　範
一般社団法人海洋共育センター

副理事長

一般社団法人海洋共育センターの活動について
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令和６年新春講演会

　

日
本
銀
行
の
大
山
と
申
し
ま
す
。

　

九
州
・
沖
縄
の
景
気
の
現
状
に
つ
い
て

お
話
致
し
ま
す
。

　

短
観
、
企
業
の
売
上
高
の
デ
ー
タ
で

は
、
製
造
業
、
非
製
造
業
と
も
九
州
・
沖

縄
、
全
国
で
も
調
子
が
良
く
な
っ
て
い
ま

す
。
２
０
２
３
年
度
の
事
業
計
画
で
も
、

製
造
業
、
非
製
造
業
と
も
売
上
高
は
全
国

を
上
回
る
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

経
常
利
益
で
製
造
業
に
つ
い
て
は
製
造

子
会
社
が
多
い
た
め
、
全
国
ほ
ど
伸
び
て

は
い
ま
せ
ん
。
非
製
造
も
規
模
の
格
差
が

あ
る
こ
と
と
商
社
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
全
国
を
下
回
っ
て
い
ま
す

が
、
利
益
は
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

見
て
も
、
九
州
・
沖
縄
の
景
気
は
良
好
だ

と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。
こ
の
景
気
の

良
さ
は
運
が
良
か
っ
た
と
い
う
一
面
も
あ

る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
は
熊
本
へ

の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
に
し
て
も
馬
毛
島
の
公

共
関
連
の
投
資
や
個
人
消
費
の
底
堅
さ
を

支
え
る
人
の
往
来
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

全
く
違
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
出
て
き
た

話
が
た
ま
た
ま
今
集
中
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
の
運
の
良
さ
を
引
き
寄
せ
た

要
素
が
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
は
、
独
立
独
歩
の
気
風
が
あ

る
こ
と
で
す
。
私
が
福
岡
に
来
て
半
年
経

ち
ま
す
が
、
国
や
政
府
が
、
と
い
う
話
は

業
界
に
よ
る
差
は
あ
れ
、
あ
ま
り
聞
か
な

い
土
地
柄
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
福

岡
は
タ
モ
リ
さ
ん
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
さ
ん

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
独
特
の
芸
域
を
広
げ

ら
れ
た
人
が
多
く
、
独
立
独
歩
の
感
が

あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
地
の
利
の
良
さ
で
す
。

東
京
と
大
阪
か
ら
離
れ
て
い
る
か
ら
九
州

に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
作
ろ
う
と
か
、

あ
る
い
は
台
湾
と
近
い
か
ら
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

を
誘
致
し
た
り
、
場
所
を
う
ま
く
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

最
後
は
ソ
ト
モ
ノ
の
使
い
方
が
う
ま
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
福
岡
に
も
佐
賀
に
も

唐
人
町
と
い
う
町
が
あ
り
、
か
つ
て
渡

来
人
の
知
恵
を
換
骨
奪
胎
す
る
の
が
上

手
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
景
気
の
良
さ
を
支
え
て

い
る
の
は
や
は
り
設
備
投
資
で
す
。

　

企
業
の
設
備
投
資
は
、
製
造
業
、
非
製

造
業
と
も
高
い
伸
び
を
示
し
て
い
て
、
２

０
２
３
年
度
は
非
常
に
活
発
、
旺
盛
な
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
支
え
て
い

る
の
は
半
導
体
関
係
も
あ
り
ま
す
が
、

天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
、
博
多
コ
ネ
ク
テ
ッ

ド
、
長
崎
の
駅
前
開
発
な
ど
の
都
市
再

開
発
、
物
流
施
設
の
再
構
築
あ
る
い
は

テ
ー
マ
パ
ー
ク
建
造
と
多
岐
に
渡
っ
た

投
資
案
件
で
す
。

　

こ
の
設
備
投
資
案
件
を
支
え
る
の
が

成
長
期
待
の
高
さ
で
、
先
行
き
５
年
間

の
業
界
の
需
要
が
伸
び
る
と
予
想
し
て

い
ま
す
。

　

業
種
別
に
見
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
業

界
で
２
０
１
５
年
よ
り
２
０
２
２
年
の

成
長
率
見
通
し
が
高
い
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

成
長
率
見
通
し
の
高
さ
だ
け
で
は

な
く
独
立
投
資
も
景
気
を
押
し
上
げ

て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
脱
炭
素
の
動
き
で
す
。
外
部
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
調
査
先
企
業
の
半

分
ぐ
ら
い
が
脱
炭
素
対
応
で
投
資
額
が
押

し
上
げ
ら
れ
た
と
答
え
て
い
ま
す
。
ま
た

半
導
体
関
係
の
大
型
案
件
が
日
本
中
で
予

定
さ
れ
て
お
り
、
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

設
備
投
資
を
押
し
上
げ
た
も
う
一
つ
の

要
素
が
人
手
不
足
で
す
。

　

有
形
固
定
資
産
の
投
資
も
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
投
資
も
、
人
手
が
足
り
な
い
企
業
で

特
に
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。
厳
し
い
人

手
不
足
が
続
い
て
い
る
宿
泊
・
飲
食
、
小

売
、
建
設
と
い
っ
た
業
種
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
投
資
が
非
常
に
伸
び
て
お
り
、
人
手
不

足
が
設
備
投
資
を
押
し
上
げ
て
い
る
の
が

日　時　令和 6 年 2 月 1 日（木）
場　所　オリエンタルホテル福岡

主　催　公益財団法人 九州運輸振興センター
　　　　公益社団法人 福岡県トラック協会
助　成　日本財団
後　援　国土交通省 九州運輸局
　　　　ＪＲ九州

大 山 慎 介
日本銀行福岡支店　前支店長

九州・沖縄の経済情勢



51

令和６年新春講演会

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
国
土
交
通
省
の

貨
物
流
通
事
業
課
の
齋
藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る

対
応

　

本
日
の
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ま
ず
最
初
に
、
貨
物
流
通
事
業
課
で
行
っ

て
い
る
能
登
へ
の
地
震
対
応
、
災
害
対
応

に
つ
い
て
お
話
致
し
ま
す
。（
資
料
１
）

　

１
次
輸
送
、
２
次
輸
送
、
３
次
輸
送
と

あ
り
、
１
次
輸
送
は
全
国
か
ら
石
川
県
の

広
域
物
資
拠
点
に
物
資
を
移
送
す
る
と
い

う
、
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
国
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
も
協
力
要
請
を
し
、
物
資

が
滞
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
こ
の
１
次
輸

送
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

２
次
輸
送
に
つ
い
て
は
こ
の
広
域
物
資

拠
点
か
ら
市
町
の
拠
点
に
輸
送
す
る
の

で
、
大
手
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
に
協
力
し
て

も
ら
い
ハ
ン
ド
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
パ

レ
ッ
ト
の
大
量
導
入
等
に
よ
り
効
率
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

３
次
輸
送
は
市
町
の
物
資
拠
点
か
ら
避

難
所
に
輸
送
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ

で
も
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
に
協
力
を
お
願
い

し
、
物
流
の
プ
ロ
と
い
う
観
点
か
ら
現
場

を
仕
切
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
物
流
の

捌
き
に
も
非
常
に
長
け
て
い
ま
す
の
で
、

届
け
ら
れ
た
物
資
も
整
然
と
仕
訳
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
現
在
も
多
く
の
方
々
の
協
力
の
も

と
、
緊
急
物
資
輸
送
を
日
々
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

２
．
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
等
の
現
状
と
課
題

　

そ
れ
で
は
本
日

の
課
題
に
入
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

国
内
貨
物
輸
送

量
の
推
移
を
見
る

と
、
ト
ン
ベ
ー
ス

そ
れ
か
ら
ト
ン
キ

ロ
ベ
ー
ス
で
も
や

は
り
日
本
の
物
流

を
支
え
て
い
る
の

が
、
ト
ラ
ッ
ク
で

あ
る
と
い
う
こ
と

が
一
目
瞭
然
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ト
ン
ベ
ー
ス
で
は

自
動
車
が
９
割

超
、
ト
ン
キ
ロ

ベ
ー
ス
で
は
自
動

車
が
５
割
、
内
航

船
が
４
割
、
鉄
道

が
５
％
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
日
本
の
物

流
を
支
え
て
い
る
の
は
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
働
き
方
を
め
ぐ

る
現
状
の
労
働
時
間
と
年
間
の
賃
金
を
み

る
と
全
職
業
平
均
、
全
産
業
平
均
で
は
労

働
時
間
が
約
２
割
長
く
、
賃
金
が
平
均
よ

り
も
５
％
か
ら
15
％
ぐ
ら
い
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
有
効
求
人

日　時　令和 6 年 2 月 1 日（木）
場　所　オリエンタルホテル福岡

主　催　公益財団法人 九州運輸振興センター
　　　　公益社団法人 福岡県トラック協会
助　成　日本財団
後　援　国土交通省 九州運輸局
　　　　ＪＲ九州

齋 藤 永 能
国土交通省 物流・自動車局貨物流通事業課　トラック事業適正化対策室長

我が国の物流の革新に向けた取組みの動向

資料1
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フリーランスライター
藤 田　崇 義

その23

1. スマホを覗けば
　これを執筆中の 4月 29日、為替相場は一時的に 1米ドル＝ 160円を越えた。テレビではゴー

ルデンウィークを海外で過ごそうとする人々からの悲鳴が伝られる傍ら、喜々として買い物を楽し

むインバウンド客の姿も映し出されている。平素は相変わらず都内での観光案内に勤しむ私の立場

でも、様々な言語で記されたスマホの画面を手に行き先を尋ねられる場面が増え、円安が進んでい

るのを実感する。言語人口に比して多く見かけるのがイタリア語とポーランド語で、かの地では日

本旅行ブームでも起きているのかと思う。

　スマホ画面からどこの人か判断がつくのも、コロナ中に始めた「多言語でのニュース視聴」を続

けているからで、わからないなりにも見続けた効果が多少は出始めてきたのだろう。しかし、英・

中・韓を除けば、挨拶以外の言葉をわずかでも紡げるのはフランス語とロシア語ぐらいで、ドイツ

語やスペイン語でも 4年間見ていながらこのザマか…と我ながら情けなくなる。ただ、旺盛なイ

ンバウンド需要を反映し、以前にも増して多くの人と接するようになったので、現場で気になった

表現や訊き返された内容については、次は淀みなく答えられるよう、部屋に持ち帰って調べるよう

になった。こうして様々な言語への抵抗がなくなり、語彙を増やして行けるのだから、ニュース視

聴を続けていてよかったと思うようにしたい。

　こんな次第でスマホの地図・路線検索には日々助けられているが、それは外国語を用いた観光・

交通案内の仕事がスマホに奪われるということでもあり、喜んでばかりもいられない。前回も取り

上げた「見える自動通訳機」、或いは七星未来さんのようなAI 駅員の普及を前に、人間だからで

きる案内というものがあるのか。あまり手の内は見せたくない所だが、現在、私が実践しているの

は、まず手書きのメモ用紙の活用。相手の見せる検索画面は、私のような初老男性には字が小さく

読みにくい。そこで、例えば福岡市内にいて博多や天神に行く方法を訊かれるぐらいならともか

く、さらに西鉄での切符の購入、或いは JRでの乗換を要するような場合は漢字で「大宰府」「直

方」とだけメモ用紙に特別大書きし、向こうでわからなければこれを誰かに見せてくれ、と渡す

のである。普通の人は外国人でスマホを突きつけられても「ノー、ノ―」と拒絶するか、助けた

くても案内より英作文のことで頭が一杯になってしまうだろう。その点、地名だけならすぐわか

るし、券売機を代わりに叩いたり、乗るべき番線を「スリー、スリー」等と指したりできるので

はなかろうか。
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　もう一つは、経路検索の代替案の提示。例えば映画スラムダンクの聖地巡礼で鎌倉高校前を目指

す中国人、韓国人も増えたが、大抵は JRで鎌倉や藤沢、そして江ノ電という検索結果を持ってく

る。JRというブランドに安心するのだろうけど、多くのプラットホームのある品川駅や横浜駅で

東海道線や横須賀線に乗り換えるのは正直、勧められない。訊かれる場所にもよるが、私ならそこ

で「小田急で新宿から藤沢に行かれてはどうです」と、代替案を提示するのである。これなら快速

急行で一本だし、新宿始発だから座れるし、また安くつくことが多い。大阪から京都へ向かう場合

だって、広範囲を走る JRよりも阪急や阪

神の方がわかりやすいだろう。この辺の機

敏に関しては、まだまだAI より人間の方

が勝っているように思う。

　こうした我流の案内術は、実際に方々を

旅する中でヒントを得ている。今回は 12

月にヨーロッパ、2月に北陸・四国、4月

にオーストラリアを巡って感じたあれこれ

を書き連ねることとしたい。　

2. 2023 年冬～ 2024 年春の旅

2-1. ヨーロッパにて
　ロシアによるウクライナ侵攻以降、西側

の航空会社がシベリア上空を飛べなく

なったことや燃料代が上ったことで航空券

がすっかり高くなり、カタール航空やS7

航空で 6～ 7万円台でヨーロッパへ飛べ

たのも昔話となった。そんな中で唯一、昨

年末にイスタンブール往復を 7万円台で

出していたのが中国南方航空。これぞ貧乏

人の翼と、一も二もなく飛びついた。

　全体の行程を書き連ねてもご興味はある

まいが、所々、目新しいルートも含まれる

ので、海外事情の助けとして簡単に紹介し

よう。12月 5日にイスタンブール新空港

に着き、その日のうちに国境を越えブルガ

リアのプロブディフ泊。6日はソフィアか

らバスでセルビアのニシュへ至り、7日は

中国の支援を受けたベオグラード～ノ

ヴィサドの高速鉄道に乗ってスボティカ

泊。8日はひと月前に開通したばかりの国

際路線でハンガリーへ出て、スロバキアの

セルビア～ハンガリーで開業したばかりの国際鈍行

列車運休のため野宿を強いられたイングランドのプリマス駅

地下鉄ウィーン駅の券売機でも行列
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ブラチスラバ泊。9日はオーストリアを横断後ドイツの夜行 ICEで夜を明かし、11日はブリュッ

セルを経てフランスのリールから国際バスでロンドンへ。12・13日はイギリス国内をぶらぶらし

て、14日の国際バスでベルギーのアントワープ泊。15日はパリを抜けてリヨン泊。16日はスイ

ス～イタリア国境で代行バスに乗せられながらもミラノ泊。17日はスイスへ舞い戻りルツェルン

のカレル橋を眺めて夜行 ICEでフランクフルトへ。18日はイギリスでパスワードを抜かれ不正利

用されたクレジットカードの相談のためフランクフルトの JCB窓口に寄ってからブダペスト泊。

19日は今回も痛風の発作が起き、左足を庇いつつ夜行の簡易寝台車でブカレストへ。20日は同

じく夜行の簡易寝台でイスタンブールへ出て、21日の便で帰国したのである。

　都市間移動には基本的にユーレイルパスで事足りたものの、都市内では個別に切符を買って電

車に乗った。それで、どうしても日本と見比べてしまうが、東京や大阪の地下鉄で外国人旅行者

が切符売場で首を傾げているのは複雑な鉄道網を持つ日本特有の光景かと思いきや、同じような

群れはウィーンでもパリでもミラノでも見られ、別にゾーン制運賃だからすぐ買えるとか相互直

通運転だから難儀するとか、鉄道の運賃・運転体形のみに困惑の原因を求められる訳ではないと

いう点は容易に見てとれた。初めて訪れた都市では誰だって買い方、乗り方で戸惑うのが当然で、

そのために現地語と英語ぐらいはできそうな係員が手伝うのである。特にオリンピックを控えた

パリでは赤いジャケットを着た係員が多めに配され、私も北駅からベルシー駅への移動では彼等

を頼った。勿論、自分のスマホで調べなが

ら買うもよし、券売機の言語選択ボタンを

押して思案してもよいのだけど、片道券と

一日券のどちらが得か、観光地へ近いのは

どの駅かといった事情に明るいのは係員な

のだし、日本でも都市の玄関駅の切符売場

には内外の旅行者が気軽に訊ける係員を置

いてほしいと思う。

2-2. 北陸・四国
　お屠蘇気分の日本を震撼させた 1月 1

日の能登半島地震から約ひと月、遅めの帰

省を兼ねて北陸と四国へ出かけた。東京か

ら北陸周りで京都へ戻り、2泊実家で過ご

して四国、そして LCCで成田へ飛んだの

である。「被災地へ物見遊山とは不謹慎な」

という誹りを受けるかもしれぬが、1月

26日に雁木づくりでしられる高田で宿泊

後、27日は高速バスで金沢、さらに電車

に乗り継いで京都へ抜けており、現地でさ

したるお金も落していない代わり、被災地

にも足を踏み入れていないので、どうぞお 雁木づくりの高田の町

外観の印象的なルツェルンのカレル橋



63

目溢しを頂きたい。

　今年、北陸の観光を取り巻く環境は、一つは能登半島の地震及び復興、もう一つは北陸新幹線敦

賀開業という二つの大きな変化に直面した。前者はのと鉄道、後者はハピラインふくい鉄道という

三セクが機能を担うものと期待され、特に円安に活気づくインバウンド客の取り込みは重要になる

だろう。それで、海外へ向けてどのような情報発信をしているのか気になり 3月に開業したハピ

ラインふくい鉄道のホームページを開くと、案の定というべきか、日本語しかない。既に開業して

いたのと鉄道やあいの風とやま鉄道にも英

語の案内はなく、IR いしかわ鉄道のみ駅

名にローマ字が振られているに過ぎな

かった。これでは「新幹線開業を起爆剤に

観光客を誘致し地域振興を図る」のを掲げ

ても、JRでなくなった三セクに乗るのは

外国人には敷居が高く感じられるだろう。

切符はどうやって買えばよいのか、いつ列

車がくるのか、観光地へのアクセスはどう

か…せめて英語ぐらいは載せておいてくれ

ぬと、私の立場でも勧めにくい。鉄道に然

るべき人材がいないのであれば自治体や大

学の協力を仰ぎ、英語だけでも電車の乗り

方、時刻表や周辺観光地を掲載すべきだと

思うが、難しいだろうか。

　その後、実家に立ち寄って京都の白味噌

雑煮なぞを食べ、30日午後には四国を目

指し出発する。難波からは VISA タッチ

方式の「とくしま好きっぷ」2500 円を

使って南海電車、南海フェリーで徳島泊。

31日は特急剣山と特急南風を阿波池田で

乗り継いで高知、さらに路面電車で御免町

へ出て、のいち駅近くの旅館に「ものべ旅

クーポン」目当てに宿泊。1日は高知へ出

て、特急しまんと、予土線の普通列車、特

急宇和海を乗り継いで松山泊。2日は松山

～高松は特急いしづちで移動し、高松空港

からジェットスターで成田へ飛んだ。いつ

もは「バースディきっぷ」を使う所だが、

2月は誕生月でもないし金欠気味でもある

ので、JR四国「スマたび」アプリをイン

ストールし、徳島～高知は「スマえきトク

高知城の前にて

高松築港から琴電・バスで空港へ

ものべ旅クーポンで贅沢な夕食
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割きっぷ」3500 円、高知～松山は「四万十・宇和海フリーきっぷ ( 片道タイプ )」5400 円、松

山～高松は「スマえきトク割きっぷ」3900 円と、別々に購入した。これで合計 12800 円。別々

に買っても 3日間乗り放題の「四国フリーきっぷ」18000 円より安く上るのは意外であった。

　ただ、日本人だからあれこれ安い切符の情報を集められたので、外国人には難しいだろう。とい

うのも松山駅へ赴くと、運賃表を前に韓国人夫妻が考え込んでいる。訊けば内子へ行きたい、でき

れば伊予大洲にも、との希望なので、私も当地の切符事情は不案内だから駅員に通訳すると、松山

～内子を特急で往復する 3210 円の Sきっぷのパンフレットを出してきた。韓国には普通運賃と

特急料金の違いはないので、まずそこから説明せねばならず、なかなか骨が折れる。続いて内子へ

行くという若い韓国人女性も現れたので同じ説明を繰り返したが、彼等には本来なら「内子・大洲

町並散策 1日パス」3600円を勧めるのが適当だったろう、と今にして思う。しかし、そのパンフ

レットは、少なくとも私はみどりの窓口では見つけられなかった。かといってみどりの窓口を観光

案内所代わりにされても困るので、JR四国や愛媛県も、韓国人旅行者に内子散策を勧めるなら、

もっとわかりやすい所にきっぷの案内を出した方がよいし、できればQRコードをつけたパンフ

レットを用意し、それを券売機にかざせばすぐ発行でき

るようにしたら手間も省けると思うのだが、今の所は事

足りているのだろうか。

2-3. クイーンズランドへ
　昨年、オーストラリアを旅行中に痛風を病み、苦痛に

絶えながら 1週間を過ごした。あの時、とったビザが

1年間有効で、使えるうちにもう一度行っておこうと欲

を出し 4月、再びかの地を訪れた。成田～ケアンズで

あればジェットスターで往復 5万円台で飛べるから、

英語の少しできる学生の旅行先として、クイーンズラン

ド州がもっと広く認知されてよいと思う。

　それで 4月 6日、ケアンズに降り立ち予約サイトで

宿を探し始めたが、ことごとく満室で、やっと確保でき

たのは 1万円近くするモーテルのみ。さ

らに列車の予約のためクイーンズランド鉄

道へ電話をかけるも、あいにく学生の休暇

期間と重なり、かつ明日から 10日間ほど

線路保守のため主要路線は運休とのこと

で、辛うじて 7日のブリスベン行列車を

とれただけであった。先にもいった急激な

円安が進む中、どうやって 2週間生き永

らえたものか…と頭を抱えた。

　ここでも行程のみざっと列挙しておく

と、8日昼にブリスベンに着き、ゴールド チャールビルのコスモセンターを見学

ブリスベン近郊線の代行バス案内は簡素
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コースト方面の電車も線路保守のため運休

とのことで、代行バスを挟んで移動し宿

泊。9日は代行バスでブリスベンへ戻り、

夜行のインランダー号でチャールビルへ。

10日はチャールビルのコスモセンターや

戦争博物館を見学して時間を潰し、夕方の

インランダー号でブリスベンへ。11日は

やはり代行バスでゴールドコーストへ移動

し宿泊。12 日は再びブリスベンへ戻り、

図書館に入ったり川辺を散策して過ごす。

13日から一路ケアンズを目指し北上する

が、代行バスとてなかなかとれず、まず6

時間かけてブンダバーグへ移動。14日は

昼過ぎまで空調の利いたショッピングセン

ターで涼をとり、さらに代行バスで5時間

先のロックハンプトンへ移動し宿泊。15

日は鉄道博物館や図書館で時間を潰した

後、夜行の代行バスに乗り込み、16日に

やっとケアンズ着。17日は静養に充て、

18日に成田へ帰国したのであった。ブリ

スベン滞在中は代行バスの予約をとるため

駅の窓口に毎日のように顔を出し、最後の

方は「また来たか」という表情で迎えられたが、私の下手な英語にも耳を傾けてくれ、おかげで列車

のない中、ケアンズへ戻るのに最善と思える代行バスを確保でき、窓口の皆さんには感謝している。

　この旅ではケアンズやゴールドコーストといった海岸線に恵まれた都市に泊ることが多かった

が、暑い日中、水着一枚あれば海に飛び込めるという立地は、金槌の私でも羨ましく思えた。こと

ケアンズには市街地の裏手に海と簡単に仕切っただけのプールがあり、大勢の親子連れで賑わって

いた。東京の海岸線はほとんど埋め立てられ海水浴は難しいが、福岡なら新宮をはじめ、電車で気

軽に訪れることのできる海水浴場が幾つもある。今年も暑くなるだろうし、夏の遊び場として海水

浴場をもっとインバウンド客達に紹介したら喜ばれると思った。

3. 一匹狼の新人教育
　冒頭でも触れたインバウンド客の増加を受けて、私の所属する会社でも係員の増員を行ってお

り、私のような下っ端にも新人研修のお鉢が周ってくる。とはいえ本稿をお読みの方ならお察しの

通り、私は世間でいう「一匹狼」で、旅へ出かけるのも一人ならば、こうして執筆するのも一人。

元々、チームプレーは苦手な方だし、後進を育てるのはもっと苦手だ。

　本来なら「私が指導なんて…またまたご冗談を」と辞退したい所なれど、町内会と同じで、古株

ともなればそんな役も避けられぬ。まあ、一日だけ一緒に立って仕事の要領を教えるだけなので負

ロックハンプトン鉄道博物館で蒸気式トラムを前に

代行バスの夕食は鉄道会社持ち
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担ではないが、一番の問題は、当の私が教育の心得というものに全く通じていないことである。こ

こは前も引合いに出した山本五十六に再登場願い (本当にこんな事をいったのかどうかはしらない

けれど )、「やってみせ、いってきかせて、やらせてみ、ほめてやらねば人は動かじ…」と呟きつ

つ、自身の立ち振る舞いから彼等に要領を掴んで貰うより他なさそうであった。

　なお、会社の業務なので指導内容そのものには触れぬが、本稿で繰り返し「多言語学習の意義」

を説いてきた身としては、これから現場で多くのインバウンド客と接するであろう若者にも言語の

間口は広く持って貰いたいので、初対面の挨拶の後で「君は日本語と英語と…あと何語ができる

の ?」と訊いている。そしたら、さすがは観光案内志望者いうべきか、英語万能論、第二外国語無

用論の蔓延るこのご時勢にあっては珍しく、何名かはフランス語ができるといってくれたので「で

は、この現場でも毎日何組かはフランス語圏の旅行者がくるし、折角習った言語を錆びつかせても

仕方ないから、どんどん使って下さい」といって、私も単語の羅列ながらフランス語を喋って見せ

ている。不規則動詞の活用なんかは使わないと忘れてしまいかねないし、ここで油を指してメンテ

ナンスしておけば、将来、彼等がフランス語を使うような業界へ進んでも、スムーズに馴染んでく

れるのではないか。

　また、英語についても「会社の想定会話集はアメリカ英語で書いてあったし、実際、アメリカ人

も多いけど、例えばロンドンに留学したりシドニーでワーキングホリデーで働いたりして、イギリ

スやオーストラリアの英語の方が君にとって気安いのなら、そっちで喋ってくれても私は気にしな

い。実際、ゴミ箱を『トラッシュカン ?』と訊かれることもあれば『ラビッシュビン ?』と訊かれ

もするから、アメリカ英語ばかりにこだわるようだと却ってしんどいだろう。私にしてもこの前

オーストラリアに行ってきた名残か、2階のことをつい『セカンドフロア』ではなく『セカンドレ

ベル』といったりするしね。でも、もし会社の人から『君の英語は会話集と違うぞ』と指摘された

ら、その時は指示に従ってくれ」といっている。世界に色んな英語があるのは周知の事実で、その

些細な違いを気にして萎縮してしまったら勿体ないではないか。

　あと、ここまで読んで下さった方は大丈夫と思うが、稀に案内係が喋っている英語を掴まえて

「その表現は違うよ」とか「何なら私が代わりましょうか」と物言いをつける「英語上級者」が現

れる。私なんかは「まだまだ勉強中ですから、スミマセンね」と応じているが、この種のクレーム

は新人さんには結構堪えるものだ。我々、自らの未熟さは日々実感しながら業務にあたっているの

で、どうか目くじらを立てず温かく見てやって頂ければ幸いである。
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　当センターにおける懸賞論文募集は、九州圏における交通・観光事業の発展及び地域
社会の活性化に寄与することを目的に、平成 25 年度から開始し本年度で 11 回目となりま
す。本年度も大学の先生等の支援、ご協力を頂き、2 大学から 2 件の応募がありました。

　応募のありました論文は、令和 5 年 12 月 19 日に開催しました「第 2 回懸賞論文審査委
員会」において審査を行った結果、以下の通り奨励賞１編を決定しました。

（本年度は最優秀賞及び優秀賞該当者無し）

　奨励賞の「地域 DMO における独自 KPI の設定状況と自治体の KGI の関係性に関する
考察」は、地域 DMO を研究対象としており、地域密着の視点についての現状課題を研究
の着眼点としている点は高い評価となりました。しかし、先行文献および実態調査の不足
が惜しまれる点であり、今後、より深い研究をされることを期待して、奨励賞とさせて頂
きました。
　なお、受賞者に対して、当センターより表彰状と副賞（図書カード 1 万円）を贈呈しました。

　　　奨励賞　受  賞  者　  小松原　早貴
　　　　　　　大学等名　  東京大学大学院 工学系研究科　都市工学専攻　
　　　　　　　　　　　　  都市持続再生学コース（修士課程）　
　　　　　　　テ  ー  マ　  「地域 DMO における独自 KPI の設定状況と自治体の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 KGI の関係性に関する考察」

懸賞論文審査委員会委員による審議
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　本研究においては、基礎自治体の計画との連携や、従来の観光組織などと DMO の役割の差

別化を明確にすることが重要であると考え、地域 DMO を研究対象とし、九州の地域 DMO の

独自 KPI の設定状況と、自治体の総合計画や観光基本計画 における KGI との関係性を明らか

にした。その結果から、独自 KPI 設定についての評価を行うとともに、独自 KPI を設定する

上での課題とそれに対する提言を行うことを目的としている。

　独自 KPI の設定状況は、24 団体すべてが独自 KPI を設定していた。独自 KPI の設定件数は、

3 つもしくは 4 つの独自 KPI を設定している DMO が 7 団体で最も多かった。24 自治体の総合

計画および観光基本計画における KGI の設定数は、2 個が最も多く（6 自治体）、3 個（5 自治

体）が次いで多かった。本来 KGI は、最終的な数値目標であり、1 つであることが望ましいと

考えられるが、KGI が 1 つである自治体は 2 自治体であった。自治体の KGI においては、様々

な粒度の KGI が混在していることが見られる。実態としては、マーケティング施策の成果と言

える KPI に相当する指標が設定されているケースが見られる。

　観光地が全体として目指すべきゴールを明らかにし、DMO の取り組むべき施策を明らかに

する観点から、自治体の観光基本計画や総合計画における KGI は 1 つに絞るべきであると提言

する。自治体の設定した 1 つの KGI に対して、同じ方向を向いて DMO が取り組むべき指標を

独自 KPI として設定し、KGI 達成のための要因である KSF を明確にすることで、DMO の実

施するマーケティング施策の高度化を図ることができると考える。同様の観点から、自治体の

KGI と DMO の独自 KPI は、ツリー構造で整理されることから、同一の指標を立てるのでは

なく、共通のゴールである KGI に到達するための施策の KPI である位置づけを認識し、独自

KPI を設定すべきであると提言する。

（キーワード：DMO、地域 DMO、KPI、KGI）

　　東京大学大学院 工学系研究科 都市工学専攻
　　都市持続再生学コース（修士課程）　小松原　早貴

地域DMOにおける独自KPIの設定状況と自治体のKGIの関係性に関する考察



公共交通、物流、観光に関する「創造性・独自性・発展性」に富んだ提案、提言

学部生および院生

2024（令和6）年

応募締め切り後3ヶ月を目処に
ホームページで発表

10
5
万円（1編）
万円（若干編）

副賞最優秀論文賞

副賞優秀論文賞
＊奨励賞を決定した場合は副賞として
　図書カード 1万円分

※応募資格を有する方による共同執筆も可能

公益財団法人九州運輸振興センター
〒812-0013 福岡市博多区博多駅東3丁目10番17号　ＴＥＬ：092-451-0469 ＦＡＸ：092-451-0474
E-Mail：info@kyushu-transport.or.jp　https://kyushu-transport.or.jp

1981年設立、公共交通や公益的、社会貢献的な事業活動を行っています。

詳しくはホームページで

応募資格

応募締切

表　彰

結果発表

第12回

公共交通・ ・物流 観光テーマ

九州圏における交通運輸、観光ならびに地域経済や社会発展への貢献を目的とした
調査研究事業の新たな切り口を発掘し、一層の発展と地域社会の活性化に寄与する
ために実施いたします。

懸賞論文募集

10月31日㈭必着

懸賞論文募集

（社会人院生含む）



九州のうんゆ九州のうんゆ（令和６年４月実績）

※物流の海上貨物、造船は、令和6年 3月実績を掲載。
※物流の一般貨物（トラック）は、令和6年 2月実績を掲載。
※コロナの影響の有無を可視化するため、平成31年 /令和元年との比較も参考として掲載。
※速報値のため修正する可能性があります。

令和６年６月２１日公表

鉄 道《輸送人員》バ ス　《輸送人員》

輸  送  動  向

九州運輸局　交通政策部　交通企画課
〒812-0013　福岡市博多区博多駅東２－11－１

℡ 092-472-2315　 https://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/kyushuunyu/body.htm

　タクシー《輸送人員》　旅客船《輸送人員》
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九州運輸局だより



　タクシー《輸送人員》　旅客船《輸送人員》
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九州運輸局だより



航 空（国内線）《乗降客数》航 空（国際線）《乗降客数》　トラック（一般貨物）《物資輸送量》 鉄 道（コンテナ）《物資輸送量》
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　トラック（一般貨物）《物資輸送量》 鉄 道（コンテナ）《物資輸送量》
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海上貨物《船舶積卸し実績（九州の23指定港）》長距離フェリー《トラック航送台数》航空貨物《輸送量》
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九州運輸局だより



航空貨物《輸送量》
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九州運輸局だより
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理事会及び評議員会開催報告
　令和 5年度第 2回理事会及び評議員会、令和 6年度第 1回理事会及び評議員会を開催しました。開催概要は
以下のとおりとなっています。
【令和 5年度理事会（みなし決議）】
開  催  日  令和 6年 2月 21 日（水）
議　　題  第 1 号議案　評議員会招集について

【令和 5年度第 2回理事会】
開  催  日  令和 6年 3月 14 日（木）
開催場所  ホテル日航福岡（福岡市）
議　　題  第 1 号議案　令和 6年度事業計画及び収支予算について

【令和 5年度第 2回評議員会】
開  催  日  令和 6年 3月 14 日（木）
開催場所  ホテル日航福岡（福岡市）
議　　題  第 1 号議案　令和 6年度事業計画及び収支予算について

【令和 6年度理事会（みなし決議）】
開  催  日  令和 6年 5月 31 日（金）
議　　題  第 1 号議案　令和 5年度事業報告及び決算報告について
  第 2 号議案　評議員会招集について

【令和 6年度第 1回評議員会】
開  催  日  令和 6年 6月 18 日（火）
開催場所  ホテル日航福岡（福岡市）
議　　題  第 1 号議案　評議員の選任について
  第 2 号議案　理事の選任について
  第 3 号議案　令和 5年度事業報告及び決算報告について

【令和 6年度第 1回理事会】
開  催  日  令和 6年 6月 18 日（火）
開催場所  ホテル日航福岡（福岡市）
議　　題  第 1 号議案　会長（代表理事）、副会長（業務執行理事）の選任について
  第 2 号議案　令和 5年度事業報告及び決算報告について
  第 3 号議案　その他

　これらの決議された事業報告、決算報告、事業計画、予算等は以下のとおりです。

2023（令和5）年度 事業報告
 １　調査研究事業  

⑴　懸賞論文の募集
　大学等における交通運輸・観光に関する研究を促進するとともに、その研究論文を交通運輸産業に活用
することにより、九州圏内の交通運輸・観光事業の発展及び地域社会の活性化に寄与することを目的とし
て、令和 5年 5 月 11 日～ 10 月 31 日の間、懸賞論文を募集したところ、2大学から 2編の応募があり、審
査の結果、奨励賞１編を決定した。
○  奨励賞　1編
　　・東京大学大学院工学系研究科　小松原早貴
　　　テーマ：地域DMOにおける独自KPI の設定状況と自治体のKGI の関係性に関する考察
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※  賞状・副賞は、受賞者あて郵送した。また、受賞論文は要旨をホームページにて公開し、機関誌九州う
んゆジャーナルVOL.126 に要旨を掲載する。

⑵　離島航路共通予備船の導入効果等に関する調査研究 ＜日本財団助成事業＞
　離島航路は島民にとって欠かすことのできない生活基盤である。当該船舶が毎年検査を受けるためドッ
ク入りする際には、複数隻使用している他航路の就航船舶を用船すること等により当該住民の移動手段の
確保と生活物資の安定輸送を行い、島民生活の維持・安定を図っている。しかし、複数隻所有の事業者は
極めて少なく、景気の動向や社会情勢の影響を受けやすいこと等から、用船確保は年々困難な状況。その
ため北部九州のうち、福岡県北部（北九州市）から福岡県西部（糸島市）の国庫補助航路を対象に、自治
体が共通予備船を保有・維持管理を行っていくために必要となる航路状況や具体的な保有方法、保有場所、
共通船型等について、「離島航路における共通予備船の導入効果等に関する調査委員会」で審議・検討を行
い、関係者意識の醸成と導入への道筋を立てるとともに、調査結果を報告書として取りまとめた。

⑶　海運振興関連施設利用調査
　離島では台風等の影響で毎年、長期欠航が起こることによる食料不安、生活不安を解消することが長年
の課題になっており、課題解決の第一歩として、令和 4年度において、停電時にも対応できる自家発電機
を搭載した冷凍冷蔵コンテナを製作したところ。今年度においては、当該コンテナを導入した事業者等か
ら利用方策等について、情報収集、整理・分析を行い、利用促進や航路事業者ほか自治体関係者が導入に
向けた検討を行う際の基礎資料として、他の海運関連施設も含めたリーフレットを作成した。　

⑷　海運事業者の事業継続実態調査
　生活物資の運搬や人の移動を担う海運産業は、離島を多く抱える九州地域では特に重要な役割を担って
いるが、労働力不足や後継者不足が大きな課題となっていることから、事業継承に関する現状や課題を把
握するため、旅客航路及び内航海運事業者（約 480 者：九州旅客船協会連合会、九州地方海運組合、内タ
ン西部支部傘下の会員事業者）を対象にアンケート調査を実施。アンケート調査結果については、概要を
取りまとめ、海運事業者団体及び九州運輸局あて情報提供を行った。　

 ２　施設整備事業  
⑴　九州圏における海運振興関連施設整備 ＜日本財団助成事業＞
① 　離島住民の民生の安定と福祉の向上に資するため、冷凍コンテナを製作して旅客定期航路事業者に管
理委託した。
ａ 冷凍コンテナ　13 個
　・マルエーフェリー（株）（鹿児島～奄美～那覇航路）　3個
　・マリックスライン（株）（鹿児島～奄美～那覇航路）　3個
　・奄美海運（株）（鹿児島～喜界～知名航路）　2個
　・岩崎産業（株）（鹿児島～西之表～宮之浦航路）　1個
　・十島村（鹿児島～十島～名瀬航路）　2個
　・野母商船（株）（福江～青方～博多航路）　2個
ｂ 保冷コンテナ　2 個
　・三島村（鹿児島～三島～枕崎航路）　2個
② 　離島住民の福祉の向上のため、簡易待合所、バリアフリー対応型タラップを製作し、離島航路の岸壁
に整備し、旅客定期航路事業者に管理委託した。
ａ 簡易待合所
　・瀬戸内町（瀬相～古仁屋～生間／古仁屋漁港）　1基
ｂ バリアフリー対応型タラップ  1 基
　・九州郵船（株）（博多～壱岐～対馬航路／芦辺港、厳原港設置）　2基
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ｃ 浮桟橋  1 基（製作中・事業継続）
　・下関市（竹崎～六連航路／竹崎岸壁設置）　1基

 ３　広報啓発等事業  
⑴　機関誌 ｢九州うんゆジャーナル｣ の発行
　賛助会員その他関係者への交通運輸・観光等に関する情報提供・サービス向上を図るため、九州うんゆ
ジャーナルを発行、配布した。（年 2回）
2023 夏号 VoL.124　 2023 年  7  月 10 日　発行　1,000 部
2023 冬号 VoL.125　 2023 年 12 月 10 日　発行　1,000 部

⑵　各種講演会・セミナー等の開催
①　講演会
　福岡県トラック協会と共催して交通運輸及び観光の振興と近代化に関する講演会を開催した。

ａ 令和 6 年新春講演会
開催日時：2024 年 2 月 1 日（木）　13：30 ～ 15：30
場　　所：オリエンタルホテル福岡（福岡市） 
参  加  者：150 名
<第一部 >
テーマ：九州・沖縄の経済情勢
講　師：日本銀行 福岡支店　支店長　大山 慎介　氏
<第二部 >
テーマ：我が国の物流の革新に向けた取組みの動向
講　師：国土交通省・自動車局貨物流通事業課トラック事業適正化対策室長　斎藤 永能　氏

②　九州運輸コロキアム
　講師を招き交通運輸・観光全般について情報提供を行い、テーマに沿って参加者が自由、活発に討議、
対話を行う場として九州運輸局交通政策部環境・物流課と連携して環境関連の話題をテーマに開催すべ
く準備を進めていたが、諸事情により開催できなかった。

③　海事振興セミナー
　海事振興を目的として、特に海事に関する最新の情報提供や課題解決等のためのセミナーを開催した。

ａ 第 24 回海事振興セミナー
＊九州クルーズ振興協議会との共催

開催日：2023 年 7 月 25 日（火） 14：20 ～ 16：00
場　所：福岡合同庁舎新館 7階　九州運輸局海技試験場
参加者：61 名
＜基調講演＞
講　師：中村学園大学流通科学部流通学科　准教授　前嶋 了二　氏
テーマ：新気候体制下のクルーズ観光と観光戦略
＜パネルディスカッション＞
テーマ：持続可能で地域活性化につながるクルーズ船の受け入れとは
コーディネーター：大阪大学大学院国際公共政策研究科長　教授　赤井 伸郎　氏
パネリスト：中村学園大学流通科学部流通科学科　准教授　前嶋 了二　氏

福岡市観光コンベンション部 クルーズ課長　冨永 誠治　氏
長崎県クルーズ振興協議会　事務局長　太田 勝也　氏
（長崎県国際観光振興室インバウンド・クルーズ班課長補佐）
鹿児島県観光・文化スポーツ部 PR観光課　参事　長友 洋子　氏
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ｂ 第 25 回海事振興セミナー
開催日：2023 年 11 月 10 日（金） 13：30 ～ 15：30
場　所：リファレンス駅東ビル 2階（福岡市）
参加者：69 名
＜講演＞
講　師：一般社団法人内航ミライ研究会　代表理事　浦山 秀大　氏、専務理事　曾我部 公太　氏
テーマ：内航海運業界のミライを考える
講　師：一般社団法人海洋共育センター　専務理事　村中 克範　氏
テーマ：一般社団法人海洋共育センターの活動について

④　企業経営基盤強化等セミナー
　関係業界団体と連携し、企業の経営基盤の強化等につながる最新の情報等を提供するため、情報セキュ
リティーや物流 2024 年問題、モーダルシフトをテーマ・内容とするセミナーを関係団体等と連携の上、
開催した。

ａ 情報セキュリティセミナー
開催日：2023 年 4 月 26 日（水）13：30 ～ 15：00
場　所：オリエンタルホテル福岡（福岡市）
参加者：51 名（オンライン含む）
テ－マ：サイバーセキュリティの実情と今やるべきこと
講　師：株式会社BCC　クラウドサービス事業本部　部長　奥　新一郎　氏

ｂ 物流 2024 年問題関連セミナー
＊ JILS ほかと連携

開催日：2023 年 9 月 7 日（木）　12：50 ～ 16：00
場　所：TKPガーデンシティ博多新幹線口プレミアムホール（福岡市）
参加者：564 名（会場 80 名、オンライン 484 名）
テーマ：物流 2024 年問題研究会　in KYUSHU
　　　　　　～差し迫る 2024 年、今やるべきことは～
＜講演＞

テーマ：「物流 2024 年問題への対応に向けて」
講　師：㈱湯浅コンサルティング　コンサルタント　芝田 稔子　氏

＜企業事例①＞
テーマ：「2024 年問題に向けたTOTOの取り組み」　
講　師：TOTO㈱物流本部物流推進部部長　河村 孝史 氏

＜企業事例②＞
テーマ：小売事業者としての 2024 年問題対応
講　師：イオン九州（株）取締役　常務執行役員　管理本部長　赤木 正彦　氏

＜行政①＞
テーマ：経済産業省における物流の 2024 年問題等に向けた対応について　
講　師：九州経済産業局産業部　流通・サービス推進課長　田代 信二　氏

＜行政②＞
テーマ：トラック運送事業に関する九州運輸局の取組について
講　師：九州運輸局自動車交通部貨物課長　東 祐樹　氏
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ｃ 海上モーダルシフト利用促進セミナー
＊九州運輸局、九州長距離フェリー協議会、九州トラック協会と連携

開催日時：2023 年 11 月 15 日（水）　13：30 ～ 16：30
場　　所：福岡市　オリエンタルホテル福岡（福岡市）
参加者数：150 名
プログラム
・2024 年問題の概要と九州運輸局の取組（九州運輸局）
・海上輸送の紹介（港湾管理者ほか）  
・鉄道コンテナ輸送の紹介（JR貨物）

⑶　次世代の海事産業を担うことになる小中学生等への啓発活動
　次世代社会を担うこととなる小・中学生等を対象に、海事産業現場の見学会を実施することなどにより、
海事産業の重要性等の認識や理解促進を図った。

【海の子育成 海事施設見学会】
○実施日：2023 年 8 月 8 日（火）9：30 ～ 12：30
　参加者：佐世保市立小学校教育研究会　社会研究部教員 23 名
　内　容： 佐世保港内をクルージングし、西海沿岸商船㈱の使用船舶にて海上から海事産業施設を見

学、西九州倉庫㈱の定温倉庫、サイロ倉庫を見学
○実施日：2023 年 8 月 21 日（月）8：20 ～ 12：20
　参加者：佐世保市立中学校教育研究会社会研究部 教員 19 名
　内　容： 佐世保造船所見学、西海沿岸商船㈱の使用船舶にて佐世保港内をクルージングし、海上か

ら海事産業施設を見学、西九州倉庫㈱の定温倉庫、サイロ倉庫を見学
【就業体験】

○実施日：2023 年 7 月 24 日～ 8月 10 日（2日間～ 5日間）
　参加者：鹿児島県立鹿児島水産高等学校海洋科 3年生　甲板 7名、機関 2名、合計 9名
　乗船受け入れ事業者：6社　鹿児島荷役海陸運輸㈱、甑島商船㈱、十島村、マリックスライン㈱、
　　　　　　　　　　　　　　マルエーフェリー㈱、三島村
○実施日：2024 年 2 月 7 日～ 2月 9日（3日間）
　参加者：宮崎県立宮崎海洋高等学校 2年生：海洋科学科 3名
　乗船受け入れ事業者：㈱商船三井さんふらわあ

【輝け！フネージョ in 九州（第 2 弾）】
＊九州海事産業次世代人材育成推進協議会と連携した取組み

　令和４年度において、九州の海事産業の現場で働く女性の姿や声を盛り込んだ動画「輝け！フネージョ 
in 九州」を作成し、当センターのホームページにもアップし、各事業者が行っている取り組みや工夫を
広く発信しているところ。令和 5年度においては、旅客船、港湾運送、舶用工業、倉庫業などで働くフ
ネージョの動画（10 ～ 15 分程度）を 1本ずつ作成するとともに、それを集約したダイジェスト版を作成
し、海事産業の職場の魅力を発信した。

⑷　バリアフリー啓発促進
　旅客航路事業に従事する船員及び運航担当者等が、高齢者・障害者等の疑似・介助体験を通じてバリア
フリーについての理解を深めるとともに、ボランティアに関する意識を醸成し、国民一人ひとりが高齢者・
障害者等に対し自然に快く手助けできる「心のバリアフリー」社会の実現を目指すことを目的に実施した。

【令和 5 年度バリアフリー講習会 in 別府国際観光港】
開催日：2023 年 12 月 1 日（金） 9：30 ～ 12：30
場　所：別府国際観光港「さんふらわあターミナル」「さんふらあむらさき」船内
実　技：ターミナル、船内・車椅子疑似体験及びサポート体験
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座　学：さんふらわあターミナル
テーマ：旅客事業者に求められること
講　師：①（公財）交通エコロジー・モビリティ財団　バリアフリー推進部　高橋 徹 氏
　　　　②NPO法人自立支援センターおおいた　理事長　後藤 秀和 氏
参加者：旅客航路事業に従事する船員及び運航担当者 30 名

【令和 5 年度バリアフリー講習会 in 宮崎港】
開催日：2023 年 12 月 6 日（水） 9：30 ～ 12：30
場　所：「宮崎港フェリーターミナル」「フェリーたかちほ」船内
実　技：ターミナル、船内・車椅子疑似体験及びサポート体験
座　学：フェリーたかちほ
テーマ：旅客事業者に求められること
講　師：①（公財）交通エコロジー・モビリティ財団　バリアフリー推進部　高橋 徹 氏
　　　　②NPO法人障害者自立応援センターYAH！ DO　みやざき理事　永山 昌彦 氏　　
参加者：旅客航路事業に従事する船員及び運航担当者 22 名

⑸　九州の交通・運輸に関する統計の整備
　九州圏における交通、運輸に関する統計資料である「九州運輸要覧」を当センターホームページ上で公
開した。（監修：九州運輸局）

2024（令和6）年度 事業計画
１　調査研究事業

⑴　懸賞論文の募集
　大学等における交通運輸・観光に関する研究を促進するとともにその研究論文を活用することにより、九
州圏における交通運輸・観光事業の発展及び地域社会の活性化に寄与することを目的として、懸賞論文を
募集する。（継続事業）

⑵　離島航路の現状を踏まえた小型船舶への移行・転換の効果や課題に関する調査研究＜日本財団助成事業＞
　新船建造にあたり国庫補助航路においては、航路改善協議会での協議を経て新船のスペックを含めた航
路改善計画が検討・策定されているが、それ以外の離島航路においては、船員費や燃料費、修繕費などコ
スト削減を図ることが優先され、島民他関係者との合意形成や、就航率、快適性等に係る検討が必ずしも
十分になされないまま小型船舶への移行・転換が行われているのではないかといったような声も仄聞され
るところ。
　本調査研究では、今後航路改善に向けた取り組みをさらに進めていく上での課題や取り組むべき内容、そ
の効果や実際に取り組む上での課題についての分析と考察を行い、その結果について、小型船舶への転換
を検討するにあたっての留意点をリーフレットのような形で取りまとめ、国や地方自治体ほか航路事業者
等の関係者へ提供し、円滑な船舶建造に向けた環境整備が図られるよう取り組む。（新規事業）

⑶　改正障害者差別解消法の施行に伴うケーススタディの検証
　障害者差別解消法は、交通事業者に対し障害を理由とする不当な差別的取扱いを行うこと及び合理的配
慮の不提供により障害者への権利利益の侵害をもたらすことは「差別」にあたるとして、これを禁止する
とともに、合理的な配慮の提供を努力義務として課していた。しかし令和 3年 5 月に同法が改正され、合
理的な配慮の提供について、現行の「努力義務」から「義務」へと改められた（改正法の施行期日は令和 6 
年 4 月）。
　改正法の施行に向けて、令和 5年 3 月に、内閣府が「障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本
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方針」を決定したことから、国土交通省では、同年 11 月に「国土交通省所管事業における障害を理由とす
る差別の解消の推進に関する対応方針」を公表。同基本方針では、旅客船事業について「対外旅客定期航
路事業」及び「国内旅客船事業」それぞれに、不当な差別的取扱いや合理的配慮に「該当する事例」「該当
しない事例」を具体的に示したものとなっている。今後、事業者や各相談機関が参考にできる事例の重要
性が一層高まることが見込まれることから、そのための一助として、九州経済圏における旅客航路事業者
や行政機関、障害者団体等を対象に、これまでに発生した事例や今後想定される事例等を調査し、収集・整
理する。（新規事業）

⑷　海運事業者の事業継続実態調査
　少子化、高齢化が急速に進む中、海運業界においても労働力不足や後継者不足が大きな課題となってい
る。このため、令和 5年度、九州地域の海運産業の現状の把握や経営環境で抱える課題等を調査すべく、ア
ンケート調査を実施。その結果、事業承継や船員不足が海運事業者にとって重要な課題となっていること
が確認できた。今年度においては、これらの結果をもとに事業者や関係団体等に対するヒアリング等を行
い調査の深度化を図る。（継続事業）

２　施設整備事業
⑴　九州圏における海運振興関連施設整備 ＜日本財団助成事業＞
① 　離島住民の民生の安定と福祉の向上に資するため、冷凍コンテナ、保冷コンテナを製作して旅客定期
航路事業者に管理委託する。
ａ 冷凍コンテナ　12 個
　・マルエーフェリー（株）（鹿児島～奄美～那覇航路）　2個
　・マリックスライン（株）（鹿児島～奄美～那覇航路）　2個
　・奄美海運（株）（鹿児島～喜界～知名航路）　2個
　・コスモライン（株）（鹿児島～種子島（西之表））　2個
　・野母商船（株）（福江～青方～博多航路）　2個
　・十島村（鹿児島～十島～名瀬航路）　2個
ｂ 保冷コンテナ　2 個
　・三島村（鹿児島～三島～枕崎航路）　2個

② 　離島住民の福祉の向上のため、風雨防止用通路シェルター、簡易待合所、バリアフリー対応型タップ、
浮桟橋を製作し、離島航路の岸壁に整備し、旅客定期航路事業者に管理委託する。
ａ 風雨防止用通路シェルター　2 基
　・瀬戸内町（古仁屋漁港設置）　2基
ａ 簡易待合所　2 基
　・屋久島町（口永良部港）　1基
　・壱岐市（郷ノ浦港）　1基
ｂ バリアフリー対応型タラップ　1 基
　・九州郵船（株）（郷ノ浦港）　1基
ｃ 浮桟橋　1 基
　・下関市（竹崎港設置）　1基　※令和 4年度事業継続
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３　広報啓発等事業
⑴　機関誌「九州うんゆジャーナル」の発行
　賛助会員その他関係者への交通運輸・観光等に関する情報提供・サービス向上を図るため、九州うんゆ
ジャーナルを発行、配布する。（年 2回）
2024 夏号 VoL.126　 2024 年  7  月 10 日頃 1,000 部発行予定
2024 冬号 VoL.127　 2024 年 12 月 10 日頃 1,000 部発行予定

⑵　各種講演会・セミナー等の開催
　交通運輸・観光に関する情報提供、普及啓発等を図るため各種講演会・セミナー等を開催する。
①　講演会
　交通運輸・観光関係業界団体等と連携・共催して交通運輸及び観光の振興と近代化に関する講演会を
企画・開催する。

②　九州運輸コロキアム
　九州内外から講師を招き、交通運輸・観光全般について情報提供等を行うとともに意見交換・討議の
場として開催する。

③　海事振興セミナー
　海事振興を目的として、特に海事に関する最新の情報提供や課題解決等のためのセミナーを開催する。

④　企業経営基盤強化等セミナー
　関係業界団体と連携し、企業の経営基盤の強化等につながる最新の情報等を提供するため、時宜に応
じたテーマ・内容によるセミナーを企画・開催する。

⑶　次世代の海事産業を担うことになる小中学生等への啓発活動（海の子育成）
　九州の海事関係産業は、｢一割経済｣ といわれる九州にあって、「造船アイランド」、「海事王国九州」、「海
道九州」と称されるように、特に重要な産業であるにも拘わらず、市民の間では若年層にいたるほど、そ
の重要性の理解が薄れつつある。九州においては、地理的な条件等から海事関係産業は引き続き地域経済
維持 ･発展等のためにも重要性な産業であり、これに見合った市民の認識や評価、さらには将来当該産業
を支える優秀な人が集まるような活動を積極的に行っていくことが必要と考える。このため、現在、九州
運輸局に設置されている「九州海事産業次世代人材育成推進協議会」と連携して、次世代社会を担うこと
となる小・中学生を対象に、海事産業現場の見学会を実施することなどにより、海事産業の重要性等の認
識や理解促進を図る。

⑷　九州の交通・運輸に関する統計の整備
　九州圏における交通、運輸に関する統計資料を当センターホームページ上で公開する。（監修：九州運輸
局）

⑸　バリアフリー啓発促進
　高齢者、障害者等が安心に日常生活や社会生活が出来るようにするためには、施設整備（ハード面）だ
けではなく、高齢者、障害者等の困難を自らの問題として認識し、心のバリアを取り除き、その社会参加
に積極的に協力する「心のバリアフリー」が重要。このため、ハード面においては、行政の手の届かない、
また、事業者で十分に対応できない部分のバリアフリー化の推進について、当センターが日本財団の助成
によるバリアフリー対応型タラップ等を整備するなど、その一助となる活動を展開している。また、ソフ
ト面においてもより一層のバリアフリー化を進めるため、船員や事務職員などの運航関係者を対象に、フェ
リー船内やターミナルを活用した、車椅子・視覚障害・高齢者などの疑似体験及びサポート体験を実施す
る。（継続事業）
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理事・評議員交代等について事務局からの報告

　令和 6年度理事会及び評議員会において、当センター理事長の再任、一部の理事及び評議員の再任 ･新任に
ついて、以下のとおり承認されましたので報告いたします。
　なお、理事、評議員の一覧表は 86 ページに掲載しております。

【会長・副会長の再任】
会長再任　　青柳　俊彦 氏（九州旅客鉄道（株）代表取締役会長）
副会長再任　城野　隆行 氏（九州地方倉庫業連合会会長（（株）キョーワ代表取締役社長））

【理事の再任、新任】
  （順不同）

再　任・新　任　者　所　属　会　社　等　名　称 再任・新任者氏名
再任　日本通運（株）執行役員九州ブロック地域総括兼福岡支店長 坂　田　道　治　氏
再任　（株）ジェネック代表取締役社長 伊　東　純　一　氏
再任　（一財）国際観光ビジネス協会理事 大　黒　伊勢夫　氏
新任　奄美海運（株）代表取締役社長 本　坊　隆　幸　氏

【評議員の再任、新任】
  （順不同）

再　任・新　任　者　所　属　会　社　等　名　称 再任・新任者氏名
再任　野母商船（株）代表取締役社長（長崎旅客船協会会長） 村　木　昭一郎　氏
再任　阪九フェリー（株）代表取締役社長 小笠原　　　朗　氏
再任　（一財）日本モーターボート競走会 常務理事 九州地区担当 森　永　　　洋　氏
新任　小倉地区港運協会会長（山九（株）北九州支店長） 中　本　竜　彦　氏
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2023（令和 5 ）年度 収支決算
科　　　　　目 金　　額 科　　　　　目 金　　額

Ⅰ　事業活動収支の部 　　　　海の子育成事業費支出 775,657
　１　事業活動収入 　　　　交通運輸統計整備費支出 4,402
　　①基本財産利息収入 503 　　　　バリアフリー啓発促進事業支出 424,276
　　②賛助会員会費収入 10,084,500 　　　事業管理費支出 20,670,404
　　③助成金等収入 95,674,000 　　　　給与費支出 14,124,494
　　　日本財団助成金収入 95,674,000 　　　　福利厚生費支出 2,634,457
　　　　調査研究助成金収入 5,600,000 　　　　事務費支出 3,911,453
　　　　施設整備事業助成金収入 66,894,000 　　②管理費支出 7,288,859
　　　　基盤整備助成金収入 23,180,000 　　　給与費支出 3,992,916
　　④負担金収入 8,200,288 　　　福利厚生費支出 617,959
　　　施設整備事業負担金収入 8,200,288 　　　旅費交通費支出 938,519
　　⑤広報啓発等事業収入 60,000 　　　事務費支出 1,739,465
　　　機関誌広告収入 60,000
　　⑥雑収入 623 　事業活動支出計 116,611,121
　　　受取利息収入 623 　　事業活動収支差額（A） △ 2,591,207

　事業活動収入計 114,019,914 Ⅱ　投資活動収支の部
　１　投資活動収入
　　　投資活動収入計 0

　２　事業活動支出
　　①事業費支出 109,322,262 　２　投資活動支出
　　　調査研究事業費支出 8,405,224 　　①特定資産取得支出 642,864
　　　　懸賞論文募集費支出 644,929 　　　　退職給付引当資産取得支出 642,864
　　　　離島航路共通予備船調査費 7,021,057 　　　投資活動支出計 642,864
　　　　海運振興関連施設利用調査費 238,416
　　　　海運事業者事業継続実態調査費 500,822 　　　投資活動収支差額（B） △ 642,864
　　　施設整備事業費支出 75,094,288
　　　広報啓発等事業費支出 5,152,346 Ⅲ　財務活動収支の部（C） 0
　　　　機関誌作成費支出 1,954,876
　　　　講演会・セミナー等事業費支出 1,993,135 Ⅳ　予備費支出（D） 0
　　　　　講演会事業費支出 (459,104)
　　　　　九州運輸コロキアム事業費支出 (55) 　　当期収支差額（A＋ B＋ C－ D）（E） △ 3,234,071
　　　　　海事振興セミナー費支出 (535,889) 　　前期繰越収支差額（F） 26,146,014
　　　　　企業経営基盤強化等セミナー費支出 (998,087) 　　次期繰越収支差額（E＋ F） 22,911,943

2024（令和 6 ）年度 収支予算
科　　　　　目 金　　額 科　　　　　目 金　　額

Ⅰ　事業活動収支の部 　　　海の子育成事業費支出 1,000,000
　１　事業活動収入 　　　交通運輸統計整備費支出 10,000
　　①基本財産利息収入 3,000 　　　バリアフリー啓発促進事業費支出 250,000
　　②賛助会員会費収入 10,200,000 　　　事業管理費支出 22,669,320
　　③助成金等収入 92,170,000 　　　給与費支出 14,656,800
　　　日本財団助成金収入 92,170,000 　　　福利厚生費支出 2,691,630
　　　　調査事業助成金収入 4,200,000 　　　事務費支出 5,320,890
　　　　施設整備事業助成金収入 65,060,000 　　②管理費支出 7,843,680
　　　　基盤整備助成金収入 22,910,000 　　　給与費支出 3,664,200
　　④負担金収入 6,990,000 　　　福利厚生費支出 631,370
　　　施設整備事業負担金収入 6,990,000 　　　旅費交通費支出 1,500,000
　　⑤広報啓発等事業収入 60,000 　　　事務費支出 2,048,110
　　　機関誌広告収入 60,000
　　⑥雑収入 2,000 　事業活動支出計 133,923,000
　　　受取利息収入 2,000 　　事業活動収支差額（A） △ 24,498,000
　事業活動収入計 109,425,000

Ⅱ　投資活動収支の部
　２　事業活動支出 　１　投資活動収入
　　①事業費支出 126,079,320 　　　投資活動収入計 0
　　　調査研究事業費支出 11,000,000 　２　投資活動支出
　　　　懸賞論文募集費支出 950,000 　　①特定資産取得支出 671,100
　　　　小型船舶移行等の効果や課題に関する調査事業支出 5,250,000 　　　　退職給付引当資産取得支出 671,100
　　　　改正障害者差別解消法に係る調査事業支出 2,800,000 　　　投資活動支出計 671,100
　　　　海運関連事業継続実態調査費支出（継続） 2,000,000 　　　投資活動収支差額（B） △ 671,100
　　　施設整備事業費支出 86,050,000
　　　広報啓発等事業費支出 6,360,000 Ⅲ　財務活動収支の部（C） 0
　　　　機関誌作成費支出 2,100,000
　　　　講演会・セミナー等事業費支出 3,000,000 Ⅳ　予備費支出（D） 5,087,713
　　　　　講演会事業費支出
　　　　　九州運輸コロキアム事業費支出 　　当期収支差額（A＋ B＋ C－ D）（E） △ 30,256,813
　　　　　海事振興セミナー費支出 　　前期繰越収支差額（F） 30,256,813
　　　　　企業経営基盤強化等セミナー費支出 　　次期繰越収支差額（E＋ F） 0

（単位：円）

（単位：円）
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2024（令和 6 ）年度 役員名簿
（敬称略・順不同）  Ｒ6.7.1 現在

職　　　　　　名 氏　　名 役　員

（理　事）

九州旅客鉃道㈱代表取締役会長

九州地方倉庫業連合会会長
（㈱キョーワ代表取締役社長）

九州旅客船協会連合会理事
（九州郵船㈱代表取締役社長）

日本通運㈱執行役員
　九州ブロック地域総括兼福岡支店長

㈱ジェネック代表取締役社長

九州地方港運協会副会長
（鹿児島海陸運送㈱代表取締役社長）

九州地方海運組合連合会会長
（旭海運㈲代表取締役社長）

（一財）国際観光ビジネス協会理事

奄美海運㈱代表取締役社長

（公財）九州運輸振興センター

（監　事）

九州トラック協会専務理事

青　柳　俊　彦

城　野　隆　行

竹　永　健二郎

坂　田　道　治

伊　東　純　一

大　西　英二朗

宗　田　銀　也

大　黒　伊勢夫

本　坊　隆　幸

中　原　禎　弘

計 10 名

西　　　正　博

計 1 名

代表理事
（会　長）

執行理事
（副会長）

執行理事
（理事長）

理　事

〃

〃

〃

〃

〃

執行理事
（専務理事）

監　事

（敬称略・順不同）  Ｒ6.7.1 現在
職　　　　　　名 氏　　名

長崎県副知事

鹿児島県副知事

福岡市長

北九州市産業経済局理事

日本製鉄㈱九州製鉄所工程業務部八幡物流室室長

九州商船㈱代表取締役社長

鹿児島県旅客船協会会長

九州地方港運協会会長

大分県港運協会会長

宇部港運協会会長

西久大運輸倉庫㈱代表取締役社長

山田港運倉庫㈱代表取締役社長

下関市港湾局長

唐津市長

日向市長

種子島屋久島振興協議会会長

鹿児島県十島村長

日本貨物鉄道㈱九州支社長

馬　場　裕　子

藤　本　德　昭

髙　島　宗一郎

山　口　博　由

堺　　　浩　一

美　根　晴　幸

有　村　和　晃

野　畑　昭　彦

疋　田　智　昭

椎　木　耕　造

伊　東　健太郎

山　田　康一朗

大　庭　靖　貴

峰　　　達　郎

西　村　　　賢

八　板　俊　輔

久　保　源一郎

但　野　新　二

2024（令和 6 ）年度 特別会員名簿

2024（令和 6 ）年度 評議員名簿
（敬称略・順不同）  Ｒ6.7.1 現在

職　　　　　　名 氏　　名

三池港物流㈱代表取締役社長

西部ガステクノソリューション㈱代表取締役社長

小倉地区港運協会会長（山九㈱北九州支店長）

野母商船㈱代表取締役社長（長崎旅客船協会会長）

阪九フェリー㈱代表取締役社長

佐賀地区港運協会会長（㈱奈雅井 代表取締役社長）

佐賀県倉庫協会副会長（鳥栖倉庫㈱代表取締役社長）

鹿児島県倉庫協会会長（㈱大津倉庫 代表取締役社長）

九州冷蔵倉庫協議会会長
（芳雄製氷冷蔵㈱代表取締役社長）

（一財）日本モーターボート競走会常務理事 九州地区担当

（一財）関門海技協会理事

安　藤　寿　英

今給黎　　　督

中　本　竜　彦

村　木　昭一郎

小笠原　　　朗

今　泉　清　美

山　下　幹　夫

大　津　　　学
（評議員会会長）

小金丸　滋　勝

森　永　　　洋

田　中　清　二

計 11 名

Ｒ6.7.1 現在
職　　　　　　名 氏　　名

太平洋セメント㈱九州支店長

日本郵船㈱九州支店長

日本サルヴヱージ㈱取締役門司支店長

全国内航タンカー海運組合西部支部長

大分県海運組合理事長

津久見港振興協議会会長

宮崎カーフェリー㈱代表取締役社長

マリックスライン㈱代表取締役社長

洞海港運協会会長

博多港運協会会長

下関港運協会会長

長崎県倉庫協会会長

熊本県倉庫協会会長

九州産交運輸㈱代表取締役社長

臼杵運送㈱代表取締役社長

熊本県冷蔵倉庫協会会長

大分県冷蔵倉庫協会会長

福岡県港湾建設協会会長

的　場　哲　司

藤　田　恵　仁

荒　木　　　亘

阿　部　和　久

木　許　直　樹

佐　藤　公　一

郡　司　行　敏

岩　男　直　哉

德　光　昌　己

柴　田　智　典

米　田　亘　宏

平　田　純一郎

倉　岡　俊　弘

堀　　　好　顕

足　立　　　哲

牛　島　弘　一

奥　村　元　一

小　倉　征　巳

計 36 名



〇�鹿児島と言えば、桜島・西郷さん、焼酎、黒豚、さつま揚げ、温泉などを思い浮かべますが、皆さ
んはいかがでしょうか。では、そうした中から焼酎に関する話題を一つ。お酒を湯煎で温める容器
に「徳利（とっくり）」がありますが、皆さんは、「ちろり」をご存じですか。「ちろり」は日本酒
のお燗に用いられる酒器の一種で、取手と注ぎ口がついていて、日本酒を注いで鍋などで沸かした
お湯に浸けるだけで、手軽に燗酒を作ることができます。そうした手軽さもあり、鹿児島勤務時代、
お世話になった居酒屋さんでは、自分専用の「ちろり」を持ち込んで焼酎の前割りを楽しんでいらっ
しゃる方がおり、何回かご一緒させていただきました。「ちろり」の容量は、１合から 5合程度ま
で様々なようで、その素材も銅製のほか、アルミ製やステンレス製、錫（すず）製などの金属製の
ものや、耐熱ガラス製のものまで、販売されているようです。その方が使っていらっしゃった「ち
ろり」は 4号くらいのアルミ製のものでしたが、あらかじめ前割りしておくことで、焼酎の割合を
その都度、気にすることなく飲み進められ、好みに応じで燗をすればお湯割りにもなります。また、
ソフトドリンクサーバーとしても使えて、気の置けない仲間と飲む度に便利なものだなと感心して
いました。そうしたご縁もあって、「ちろり会」の特別会員となり、離任の際には記念品として「ち
ろり」を頂き、今でも晩酌用として愛用しています。鹿児島にはおいしい焼酎や食材はもとより、
豊かな自然、歴史、文化があります。皆さんもぜひ、この夏訪れてみてはいかがでしょうか。（中原）
○�左隣りの同僚が減量に励んでいる。買った体重計から軽肥満と言われ、買ってやったのにその態度
は何だ！とぶちぎれたらしい。が、そこから彼女は立ち上がり、減量への道を今突き進んでいる。
3時のおやつにと持参した芋のポテチを鼻先にぶら下げても、もとい差しだしても、頑として受け
取らない。私と言えば、運動しているからという言い訳で、鼻先であろうが、100 ｍ先であろうが
美味しいものにダイブする。体重計？そげなものとうに私の辞書からは削除、大昔ほこりにまみれ
た体重計を捨ててから、我が家にはその片鱗さえない。とは言っても年一回の健康診断でいやでも
自分の体重と向き合うこととなる。その度に顎が落ち、膝から崩れ、心の中で私のバカ～～！と叫
んでいる。ただただ叫んでいるだけで、一歩も進まないが。今年度の踏み絵は 3月末。そこに至る
までに食欲の秋があり、飽食の正月が控えている。どーする私？そして隣の減量宣言に伴いお菓子
の割当量が確実に増えている。どーしてくれるお隣さん！（宮下）
○�今号は鹿児島県の特集となっております。寄稿、執筆を頂きました皆様ありがとうございました。
厚くお礼を申し上げます。
〇�今後も賛助会員を始め、関係者の皆様のお役にたつ活動を積極的に行って参りますので、ご意見、
ご提案等を頂ければ幸いに存じます。暑い暑い夏が到来、年ごとに日差しの強さが増しているよう
な気がします。皆々様体調を崩されませんよう、どうぞご自愛ください。

　（公財）九州運輸振興センターでは、その使命とする事業活動にご理解、ご協力を賜わり、また、当センター
を有効にご利用いただくために「賛助会員制度」を設けて、下記のとおり、広く賛助会員を募集いたしており
ます。趣旨にご賛同のうえ、是非ご加入下さいますようお願い申し上げます。
　なお、当センターでは、受託事業として会員の必要とする交通及び観光の振興と近代化に関する調査、研究
を実施いたしておりますので、ご用命くださいませ。

記
１.  加入資格

２.  賛助会費

３.  特　　典

当センター設立の趣旨に賛同される方ならどなたでも加入できます。

賛助会員には次のような特典があります。

⑴当センター作成の資料、文献及び定期刊行物が原則として無償で配布されます。
⑵当センター主催の講演会、研究会、研修旅行セミナー等へ特別な便宜のもとに参加できます。
⑶当センターの行なう交通及び観光の近代化に関するコンサルタント業務を利用できます。
⑷当センターの備付資料、文献等を閲覧し、借り出すことができます。

年間一口 10,000 円で、何口でも加入できます。
この賛助会費は、当センターの事業活動を通じて、広く地域経済の発展と民生の安定のため
に生かされます。
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